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注
目
情
報

①
お
花
見
や
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
最
適
な

「
桜
花
び
ら
シ
ー
ト
」を
貸
し
出
し

し
ま
す
。（
写
真
中
央
）

　

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
持
ち
歩
く
手
間

が
省
け
て
、
お
し
ゃ
れ
で
す
。

②
和
傘
（
雨
傘
・
日
傘
）を
用
意
し
て

い
ま
す
。
公
園
内
散
策
の
他
、
写

真
撮
影
等
に
も
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

雨
傘
は
雨
の
日
限
定
の
貸
し
出
し

で
す
。雨
の
日
も
安
渡
館
へ
Ｇ
Ｏ
！

③W
iFi

：
安
渡
館
お
よ
び
海
望
館

は
全
館W

iFi

完
備
。
接
続
フ
リ
ー

で
す
。
初
回
の
み
登
録
が
必
要
で

す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
無
料
で
利
用

で
き
る
パ
ソ
コ
ン
を
２
台
設
置
し
て

い
ま
す
。
観
光
情
報
を
自
由
に
検
索

で
き
ま
す
。

　

観
光
Ｐ
Ｒ
動
画
を
放
映
し
、
職
員

が
観
光
の
ご
案
内
を
し
ま
す
。

　

赤
絨
毯
敷
き
の
「
交
流
室
」は
、
会

議
や
サ
ー
ク
ル
活
動
の
他
、
宴
会
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン
に
使
用
で

き
ま
す
。（
非
営
利
目
的
の
使
用
の
場

合
は
無
料
）

　

４
月
24
日
〜
５
月
６
日
（
５
月
３
日

を
除
く
）は
、
多
く
の
方
々
に
館
内
を

ご
覧
い
た
だ
く
た
め
常
時
開
放
し
ま
す

　

平
成
23
年
か
ら
進
め
ら
れ
て
い

た
「
北
の
防さ
き
も
り人
大
湊
地
区
都
市
再

生
整
備
事
業
」の
中
核
施
設
、
観
光

交
流
セ
ン
タ
ー
「
北
の
防
人
大
湊 

安あ
ん
ど
か
ん

渡
館
」、　

大
湊
展
望
台
「
北
の
防

人
大
湊 

海か
い
ぼ
う
か
ん

望
館
」が
、４
月
24
日
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

　

国
重
要
文
化
財
指
定
「
旧
大
湊
水

源
地
水
道
施
設
」、
海
上
自
衛
隊
資

料
館
「
北
洋
館
」、
さ
ら
に
は
「
み
ど

り
の
さ
き
も
り
館
」や
平
成
28
年
度

オ
ー
プ
ン
予
定
の
「（
仮
称
）北
の
防

人
大
湊 

弐
番
館
」（
旧
文
化
財
収
蔵

庫
）と
と
も
に
、「
旧
海
軍
の
街
・
自

衛
隊
の
街 

大
湊
」を
象
徴
す
る
施
設

で
す
。

　

館
内
に
は
、
交
流
室
、
情
報
提
供

ラ
ウ
ン
ジ
、
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
な
ど
が

あ
り
ま
す
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。グ

ッ
ズ
販
売

　

海
軍
グ
ッ
ズ
、
海
上
自
衛
隊
グ
ッ
ズ

を
販
売
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
市
内
で
購
入
で
き
な
か
っ

た
も
の
も
あ
る
の
で
、
要
チ
ェ
ッ
ク
で

す
！

　

ム
チ
ュ
ラ
ン
グ
ッ
ズ
も
充
実
し
た
品

揃
え
で
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
ム
チ
ュ
ラ
ン

グ
ッ
ズ
が
安
渡
館
に
揃
い
ま
す
。　

安

渡
館
限
定
の
ム
チ
ュ
ラ
ン
グ
ッ
ズ
も
あ

り
ま
す
よ
〜
！

広報むつ
２０１５．４．２４

広報むつ
２０１５．４．２４

〈
開
館
時
間
〉午
前
10
時
〜
午
後
８
時

問 

安
渡
館 

　


29

－

３
１
０
１

Ｅ andokan@
uspot.jp

　

4
月
29
日
か
ら
5
月
6
日
の
桜

ま
つ
り
期
間
中
は
午
後
9
時
ま
で
開

館
！

カフェテリア
　「憩 -ikoi-」

次ページへ GO

混
雑
時
は
、
ス
キ
ー
場
駐
車
場
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

館
銘
板
題
字

第
44
代
海
上
自
衛
隊
大
湊
地
方
総
監

　
槻
木 

新
二 

氏

情報提供ラウンジ

交流室

の
で
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　

５
月
７
日
以
降
の
ご
利
用
に
は
、

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

☆
貸
出
物
品

テ
ー
ブ
ル（
円
卓
・
長
机
）・
イ
ス
・

ス
ク
リ
ー
ン
（
備
え
付
け
）・
音
響

機
器
（
備
え
付
け
）・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
・
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
な
ど

カフェテリア
　「憩 -ikoi-」

安あ
ん
ど
か
ん

渡
館
ご
案
内
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カ
フ
ェ
テ
リ

ア
を
運
営
す
る

「SH
IM
O
K
ITA
 

H
O
P
E 

F
A
R
M
E
R 

P
R
O
JEC
T

」は
、
下
北
地
域
の
一
次
産
業
を

活
か
し
た
街
お
こ
し
団
体
で
す
。
２
０
１
３

年
度
に
発
足
し
、
担
い
手
の
い
な
い「
耕
作
放

棄
地
再
生
事
業
」を
基
盤
に
、
自
ら
野
菜
を

育
て
、収
穫
し
た
作
物
を
使
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー

を
お
客
様
に
食
し
て
頂
く
取
り
組
み
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
普
通
に
獲
れ
る
作
物
が
本
当
に
美
味
い
」

こ
の
地
域
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
一
次
産
業
の

普
及
促
進
に
努
め
、
同
時
に
地
域
の
活
性
化

に
繋
が
れ
ば
と
い
う
想
い
で「
憩-ikoi-

」を
運

営
し
て
い
き
ま
す
。

　

メ
ニ
ュ
ー
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
風

の
親
し
み
や
す
い
フ
ー
ド
か
ら
ド
リ
ン
ク
な

ど
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

交
流
室
を
利
用
し
て
、
50
名
程
度
の
小
規

模
結
婚
式
や
会
議
、
忘
新
年
会
等
の
開
催
も

可
能
で
す
。
予
算
に
応
じ
た
メ
ニ
ュ
ー
や
飲

み
放
題
も
可
能
で
す
。
そ
の
他
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
営
業
時
間
〉午
前
11
時
〜
午
後
８
時

〈
定
休
日
〉水
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

4
月
中
は
休
ま
ず
営
業
、
5
月
2
日
〜
6
日

は
午
後
10
時
ま
で
営
業
し
ま
す
。

問 

カ
フ
ェ
テ
リ
ア「
憩-ikoi-

」
29

－

３
１
０
３

注
目
情
報

・
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に
は
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
を
設

置
し
、
マ
マ
友
会
議
に
優
し
い
店
内
。

・
学
生
割
引
き
や
シ
ニ
ア
割
引
等
も
あ
り
ま
す
。

・
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
完
備（
晴
天
時
の
み
）

・
あ
ず
ま
し
く
過
ご
せ
る
小
上
が
り
座
敷
（
最

大
12
名
）も
あ
り
ま
す
。

・
む
つ
下
北
に
関
す
る
書
籍
も
あ
り
ま
す
の
で
、

読
書
を
し
な
が
ら
カ
フ
ェ
も
で
き
ま
す
。

下
北
産
の
食
材
を
大
切
に

カ
フ
ェ
テ
リ
ア 「
憩-ikoi-

」　

地
上
約
15
ｍ
の
高
さ
か
ら
、
歴
史

あ
る
大
湊
の
街
並
み
、
芦
崎
、
海
上

自
衛
隊
艦
艇
を
一
望
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

夜
間
は
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
も
点

灯
し
、
安
渡
館
も
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し

ま
す
の
で
、
夜
の
散
策
も
ど
う
ぞ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

イ
ベ
ン
ト
情
報

　
四
季
を
通
じ
て
水
源
池
公
園
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
予
定

で
す
。

○
む
つ
桜
ま
つ
り　

４
月
29
日
〜
5
月
6
日

（
公
益
社
団
法
人
む
つ
市
観
光
協
会
主
催
）

○
マ
リ
ン
フ
ェ
ス
タ　

開
催
日
未
定

（
海
上
自
衛
隊
大
湊
地
方
総
監
部
主
催
）

○
海
軍
ま
つ
り（
マ
リ
ン
フ
ェ
ス
タ
同
時
開
催
）

（
む
つ
商
工
会
議
所
主
催
）

○（
仮
称
）安
渡
館
フ
ェ
ス
タ（
７
月
予
定
）

○（
仮
称
）お
お
み
な
と
警
備
府
ま
つ
り（
10
月
予
定
）

○（
仮
称
）安
渡
館
冬
ま
つ
り（
２
月
予
定
）

○
ム
チ
ュ
弁
コ
ン
テ
ス
ト（
11
月
〜
１
月
）

※
詳
細
が
決
ま
り
次
第
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

イ
ベ
ン
ト
募
集

　
ハ
イ
カ
ラ
で
雰
囲
気
の
あ
る「
安
渡
館
・
海
望
館
」で
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

施
設
備
品
の
貸
し
出
し

も
可
能
で
す
。
ご
希
望
の
際
は
、
商
工
観
光
課
へ
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆
貸
し
出
し
物
品

・
屋
外
用
テ
ー
ブ
ル
、
イ
ス
・
音
響
セ
ッ
ト
・
の
ぼ
り
セ
ッ
ト
・

発
電
機（
ガ
ソ
リ
ン
は
ご
用
意
く
だ
さ
い
）・
延
長
ド
ラ
ム
・

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
セ
ッ
ト（
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
＋
ス
ト
ッ
ク
）・
冬

用
ゴ
ー
グ
ル 

な
ど

※
安
渡
館
の
ま
わ
り
で
の
イ
ベ
ン
ト
は
無
料
で
す
が
、
水
源

池
公
園
内
で
の
イ
ベ
ン
ト
（
ス
テ
ー
ジ
含
む
）の
場
合
は
、

公
園
使
用
料
が
必
要
で
す
。

海か

い

ぼ

う

か

ん

望
館

広報むつ
２０１５．４．２４

広報むつ
２０１５．４．２４

代表の大村さん

「憩 -ikoi-」メニュー紹介（一部）

ゴロッと下北野菜ビーフシチュー、下北産魚介シーフードピラフ
下北トマトミートソーススパゲティー、下北産魚介シーフードドリア
和風下北魚介スパゲッティ、下北産アピオススープ
ムチュランティラミス、下北苺ソースたっぷりいちごパフェ
昔懐かし金魚鉢パフェ、アピオスモンブラン  etc.

イベント開催日には限定「総監部公認海軍カレー」もご用意します！
天気の良い日に公園内で楽しめるように、ほぼ全てのメニューがテイク
アウトできます。
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「
み
ど
り
の
さ
き
も
り
館
」は
、
北

の
防
人
大
湊
地
区
都
市
再
生
整
備
計

画
事
業
（
平
成
23
〜
27
年
度
）に
お
い

て
、
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
経

て
、計
画
に
基
づ
き
旧
学
習
セ
ン
タ
ー

を
改
修
し
、
平
成
25
年
７
月
１
日
に

開
館
し
ま
し
た
。

　

学
習
活
動
、
交
流
、
集
会
、
憩
い

の
場
を
提
供
す
る
と
い
う
旧
学
習
セ

ン
タ
ー
と
同
様
の
役
割
に
加
え
、
育

苗
お
よ
び
植
栽
等
の
体
験
を
通
じ
て

自
然
環
境
へ
の
理
解
を
深
め
る
、
花

と
み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
拠

点
と
し
て
市
民
の
み
な
さ
ま
の
活
動

を
支
援
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
に
計
３
回
開
催
し
た

「
花
と
み
ど
り
の
講
習
会
」で
実
施
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
等
の
声
を
取
り
入
れ
、

平
成
27
年
度
は
テ
ー
マ
を
変
え
た
講

習
会
を
実
施
し
、
さ
ら
に「
花
と
み
ど

り
の
園
芸
相
談
会
」を

開
催
し
ま
す
。
詳
細

は
、
広
報
む
つ
や
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
随

時
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、
お
見
逃
し
な

く
！

　

館
内
の
施
設
は
、
各
団
体
の
会
議

や
子
育
て
の
集
ま
り
、
サ
ー
ク
ル
活

動
等
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
第
三
田
名
部
小
学
校
の
校

外
学
習
で
は
、
児
童
が
水
源
池
公
園

内
の
散
策
や
み
ど
り
の
さ
き
も
り
館

の
見
学
に
よ
り
公
共
施
設
の
意
義
を

学
ぶ
ほ
か
、
土
に
触
れ
て
花
苗
の
植

え
付
け
を
体
験
す
る
こ
と
で
市
街
地

に
お
け
る
自
然
環
境
へ
の
関
心
を
深

め
る
機
会
と
し
て
も
活
用
し
て
い
ま

す
。

　

会
議
室
等
を
貸
切
で
使
用
す
る
際

は
、
使
用
の
許
可
が
必
要
で
す
。
使

用
の
許
可
申
請
は
、
み
ど
り
の
さ
き

も
り
館
お
よ
び
市
都
市
政
策
課
窓
口

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

施
設
使
用
料
は
、
営
利
目
的
の
活

動
等
に
使
用
す
る
場
合
を
除
き
無
料

で
す
の
で
、
地
域
の
交
流
や
活
動
の

拠
点
と
し
て
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
市
民
学
習
交
流
エ
リ
ア
と

自
然
学
習
室
は
常
時
開
放
し
て
い
ま

す
の
で
、
自
由
見
学
や
休
憩
等
と
し

て
も
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
開
館
時
間
〉午
前
９
時
〜
午
後
５
時

〈
休
館
日
〉月
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

問 
み
ど
り
の
さ
き
も
り
館

 


24

－

１
８
１
８

✿国際ソロプチミストむつ

　平成７年から始めた植樹活動は、地域社
会の生活を向上させるための奉仕活動の一
環で、金谷公園にある「ソロプチミストの
森」を拠点にモミジやアジサイなどの植樹
を行なってきました。今後は、水源池公園
にアジサイを増やしていく予定です。
　金谷公園に植樹し大きく育ったアジサイ
から挿し穂を採り、みどりのさきもり館で
挿し木をして1～２年育てた小さな苗木を
植樹するため、見栄えがする程大きく成長
するまでには数年かかりますが、植樹活動
を続けていきたいです。

✿青森県美容業生活衛生同業組合

　金谷公園は、園内の植栽のほとんどが各
種団体からのご寄付によるもので「市民が
創り育てる公園」という要素を持ち合わせ
ている公園です。
　平成19年から毎年、桜（染井吉野）やレ
ンゲツツジを寄贈して、組合員の手により
金谷公園に植樹しています。
　継続した活動により、公園利用者だけで
なく、むつ総合病院の病棟からも眺められ
るような場所まで植樹範囲を広げていると
ころです。

✿むつ商工会議所青年部

　昨年４月にみどりのさきもり館を会場に
開催された同人誌即売会では県内外からの
来場者にむつ市の特産品等をＰＲするため、
地元グルメの販売のほか 300 枚ものホタ
テ焼きをふるまう等のおもてなしが大好評
でした。これを受けて青年部では、イベン
トの収益金で水源池公園内の花壇にイング
リッシュラベンダー50株を植樹しました。
　植樹した後も、定期的に花付きや成長の
様子を確認しながら草取りなどをしてくれ
ているため、とても元気よく育っています。

大湊の景観づくりに関するルール
～心に残る豊かな自然、歴史資源が点在する魅力ある大湊を育てよう～

　大湊地区の恵まれた自然環境や歴史遺産の保全と継承を図りながら、
地区の特色を活かした魅力ある景観形成を推進するため、市民ワーク
ショップ等での検討を重ねてパブリックコメントを経て、「大湊の景観づ
くりに関するルール」としてまとめました。　
　法に基づかない任意のルールですが、市民・地域、事業者、行政が共
通の目標を持ち、それぞれの役割を認識しながら協働で景観づくりに取
り組んでいきましょう。なお、ルールは市ホームページでご覧ください。

表紙　

安渡館の交流室で談笑す

る自衛隊員のみなさん

4.24
2015
vol.11

目次　contents

2
特集 安渡館・海望館

オープン

8 青森県知事選挙

10
5月12日は民生委員

・児童委員の日です

12 図書館だより

13 むつ市議会だより

21 エイミーのヨモヤマ話

22 information

34 健康レシピをご紹介 他

35 元気もりもり町内会

36 あっと陸奥覧

37 この指とまれ

38 この人むっちゅ星 他

む
つ
市
花
と
み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り

み
ど
り
の

さ
き
も
り
館

花とみどりのまちづくり活動紹介
団体で！　個人で！　参加のしかたはさまざま

広報むつ
２０１５．４．２４

広報むつ
２０１５．４．２４

✿花植え等ボランティア募集
　豊かな景観づくりのため、公園等で花壇
づくりや花苗の植え付け作業を行います。
　初心者の方も大歓迎です。みんなで花と
ふれあう時間を楽しみませんか。
【花壇づくり】 （金谷公園）
5月11日（月）～15日（金）午前9時～正午
【花植え】　
①5月27日（水）9時～11時 （水源池公園）
②5月30日（土）9時～11時（金谷公園）
③6月２日（火）９時～11時（下北駅前広場）
　汚れてもよい服装で、ゴム手袋を持参し
てお集まりください。参加申込みは不要で
す。小雨決行ですが、荒天の場合は翌日に
延期します。

（  ６  ）
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青 森 県 知 事 選 挙

投
票
で
き
る
人

〈
年
齢
要
件
〉

　
平
成
７
年
６
月
８
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

〈
住
所
要
件
〉

　
平
成
27
年
２
月
20
日
ま
で
に
む
つ
市
で
住

民
票
が
作
成
さ
れ
た
人
（
転
入
の
届
出
を
し
た

人
）で
、
引
き
続
き
３
か
月
以
上
む
つ
市
に
居

住
し
て
い
る
人

〈
市
内
で
転
居
し
た
人
〉

　
平
成
27
年
５
月
16
日
以
降
に
市
内
で
転
居

の
届
出
を
し
た
人
は
、
投
票
所
入
場
券
に
記

載
さ
れ
て
い
る
転
居
前
の
投
票
所
で
投
票
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〈
県
内
の
市
町
村
間
の
住
所
移
転
者
〉

○
平
成
27
年
２
月
21
日
以
降
に
青
森
県
内
か
ら

む
つ
市
に
転
入
の
届
出
を
し
た
人

　
む
つ
市
に
３
か
月
以
上
居
住
し
て
い
な
い

た
め
、
む
つ
市
で
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。
転

入
前
の
市
町
村
で
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
れ
ば
そ
ち
ら
で
投
票
で
き
ま
す
。
転
入

前
の
市
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
に
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　
投
票
で
き
る
場
合
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の

方
法
と
な
り
ま
す
。

青
森
県
知
事
選
挙

投
票
日
は
6
月
７
日（
日
）

投
票
時
間
は

 

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

※
一
部
地
域
は
午
前
７
時
〜
午
後
７
時

　
任
期
満
了
に
伴
う
青
森
県
知
事
選
挙
は
、
６
月
７
日
（
日
）に
投
票
が
行

わ
れ
ま
す
。
あ
な
た
の
意
見
を
県
政
に
届
け
る
大
切
な
機
会
で
す
。
棄
権

し
な
い
で
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
所
入
場
券

・
入
場
券
は
、
告
示
日（
５
月
21
日
）以
降
の
発
送

と
な
り
ま
す
。

・
入
場
券
は
、
世
帯
単
位
で
発
送
し
ま
す
。
世

帯
主
宛
で
送
付
し
て
い
ま
す
が
、
ハ
ガ
キ
を

め
く
る
と
中
に
2
名
ま
で
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
当
日
の
投
票
お
よ
び
期
日
前
投
票

の
際
に
は
本
人
分
を
切
り
離
し
て
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

 

・
入
場
券
を
な
く
し
た
り
、
忘
れ
た
場
合
で
も

投
票
は
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
で
係
員
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票

　
投
票
日
に
所
用
の
た
め
投
票
所
へ
行
け
な
い

見
込
み
の
人
は
、
期
日
前
投
票
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。（
住
所
地
に
関
係
な
く
、
次
の
い
ず

れ
の
場
所
で
も
投
票
可
能
で
す
。）

〈
期
間
〉５
月
22
日（
金
）〜
６
月
６
日（
土
）

〈
時
間
〉午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

〈
場
所
〉

・
市
選
挙
管
理
委
員
会
会
議
室

・
川
内
庁
舎
談
話
室

・
大
畑
庁
舎
３
階
会
議
室

・
脇
野
沢
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
会
議
室

※
投
票
所
入
場
券
に
は
、『
期
日
前
投
票
宣
誓

書
兼
請
求
書
』が
あ
わ
せ
て
印
刷
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
期
日
前
投
票
所
に
持
参
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
受
付
手
続
を
簡
略
化
で

き
ま
す
。不

在
者
投
票

〈
入
院
中
や
遠
隔
地
に
滞
在
し
て
い
る
場
合
〉

　
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
等
で
指
定
さ
れ
た
施

設
に
入
院
・
入
所
し
て
い
る
人
は
、
そ
の
施

設
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は

各
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
出
稼
ぎ
や
出
張
等
で
む
つ
市
外
に
長
期
間

滞
在
す
る
場
合
は
、
滞
在
す
る
市
町
村
の
選

挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

不
在
者
投
票
を
希
望
す
る
人
は
、
市
選
挙
管

理
委
員
会
ま
た
は
各
庁
舎
管
理
課
で
請
求
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
請
求
は
告
示
日
（
５

月
21
日
）前
で
も
可
能
で
す
の
で
、
お
早
め
の

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
郵
送
や

代
理
人
に
よ
る
請
求
も
可
能
で
す
。（
必
要
書

類
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
）

〈
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票（
在
宅
投
票
）〉

　「
郵
便
投
票
証
明
書
」を
お
持
ち
の
方
の
不

在
者
投
票
用
紙
等
の
請
求
は
、
投
票
日
の
４

日
前（
６
月
３
日
）ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
人
が
署
名
し
た
「
郵
便
等
投
票
請
求
書
」

に
「
郵
便
投
票
証
明
書
」を
添
え
て
、
市
選
挙

管
理
委
員
会
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
こ
の
選
挙
に
つ
い
て
詳
し
く
は
〉

 

む
つ
市
選
挙
管
理
委
員
会


22

－

１
１
１
１
内
線
３
３
１
２

〈
各
投
票
所
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
は
〉

 

各
庁
舎
管
理
課

川
内
地
区
・
川
内
庁
舎　
　

 


42

－

２
１
１
１

大
畑
地
区
・
大
畑
庁
舎　
　

 


34

－

２
１
１
１

脇
野
沢
地
区
・
脇
野
沢
庁
舎

44

－

２
１
１
１

①
前
の
住
所
地
の
期
日
前
投
票
所
で
期
日
前

投
票
を
す
る

②
投
票
日
に
前
の
住
所
地
の
投
票
所
で
投
票

を
す
る

③
前
の
住
所
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
不
在

者
投
票
の
請
求
を
し
て
、
む
つ
市
の
選
挙

管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票
を
す
る

○
平
成
27
年
２
月
21
日
以
降
に
む
つ
市
か
ら
青

森
県
内
の
市
町
村
に
転
出
し
た
人

　
む
つ
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人
は
、
む
つ
市
で
投
票
で
き
ま
す
。

※
県
内
の
住
所
移
転
者
が
投
票
で
き
る
の
は
、

住
所
移
転
が
市
町
村
を
単
位
と
し
て
１
回
だ

け
の
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
投
票
の

際
は
『
引
き
続
き
県
内
に
住
所
を
有
す
る
旨

の
証
明
書
』（
無
料
）が
必
要
で
す
の
で
、
居

住
す
る
市
町
村
で
発
行
し
て
も
ら
い
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

投
票
で
き
な
い
人

 

・
公
民
権
停
止
者

 

・
投
票
日
（
期
日
前
投
票
日
）ま
で
に
、
青
森
県

外
へ
転
出
し
た
人

 

※
学
生
の
住
所
は
、
修
学
の
た
め
親
元
を
離
れ
て

居
住
す
る
場
合
、
そ
の
寮
ま
た
は
下
宿
な
ど
の

所
在
地
に
あ
る
と
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
む
つ

市
か
ら
離
れ
て
修
学
し
て
い
る
場
合
は
、
た
と

え
む
つ
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
て
も
住
所
が

な
い
と
み
な
さ
れ
、
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。（
た
だ
し
、
居
住
地
が
近
く
に
あ
り
、
休

み
以
外
に
も
し
ば
し
ば
帰
宅
す
る
必
要
が
あ
る

等
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
を
除
き
ま
す
。）

投
票
の
方
法

○
投
票
日
当
日
の
投
票

　
記
号
式
投
票
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
投
票
用
紙
に
あ
ら
か
じ
め
候
補
者
の
氏
名

が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
投
票
し
よ
う

と
す
る
候
補
者
の
決
め
ら
れ
た
場
所
に
『
○
』

印
を
1
つ
だ
け
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
2
人
以
上
の
候
補
者
に
○
印
を
付
け
た
り
、

×
や
△
等
の
○
以
外
の
印
や
記
号
、
文
字
を

書
い
た
り
す
る
と
無
効
に
な
り
ま
す
。

○
期
日
前
投
票
、
不
在
者
投
票

　
自
書
式
投
票
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
候
補
者
の
氏
名
を
1
人
だ
け
書
い
て
く
だ

さ
い
。

選
挙
公
報

　
候
補
者
の
経
歴
や
政
見
等
を
掲
載
し
た
「
選

挙
公
報
」は
、
５
月
27
日
頃
か
ら
各
世
帯
へ
直

接
配
布
す
る
予
定
で
す
。

　
何
ら
か
の
事
情
で
届
か
な
か
っ
た
方
は
、
市

役
所
本
庁
舎
、
川
内
・
大
畑
・
脇
野
沢
庁
舎
、

そ
の
他
市
の
公
共
施
設
に
備
え
て
い
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
　
　
票

〈
い
つ
〉６
月
７
日（
日
）・
午
後
９
時
〜

〈
ど
こ
で
〉む
つ
市
役
所
本
庁
舎
開
放
エ
リ
ア

　
　
　
　
入
場
受
付
…
午
後
８
時
〜

　
　
　
　（
先
着
１
０
０
名
ま
で
）

「広報むつ」月1回　25日発行へ

　「広報むつ」は、5月号から、月1回の発行へ変わります。

（休日の場合は前日発行）

　月1回の発行に伴い、各団体で行うイベント開催のお

知らせや有料広告などの申込み締切が変わりますのでご

注意ください。申込み締切日はお問い合わせください。

　今後とも「広報むつ」をよろしくお願いします。
問 政策推進課広報室

　22-1111内線 1115

選挙民生委員 特集国際交流information 議会だより 図書館相談健康町内会陸奥覧サークル

広報むつ
２０１５．４．２４

広報むつ
２０１５．４．２４
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田名部南地区民生委員児童委員協議会

新 町 石　田　武　士 22-8252 新町 11-1

〃 二本栁　　　孝 23-7447 新町 18-10

〃 米　沼　光　枝 23-3067 新町 28-18

〃 八木橋　清　三 22-2762 新町 7-36

〃 常　田　光　子 22-7145 新町 37-18

〃 向　井　　　仁 22-8848 新町 8-7

海 老 川 町 木　村　さち子 22-1427 海老川町 20-6

〃 井戸端　隆　雄 22-1079 海老川町10-23

〃 成　田　次　雄 23-4591 海老川町 21-6

〃 中　嶋　　　実 22-4581 海老川町 30-33

昭 和 町 坂　本　廣　孝 22-2337 昭和町1-25

〃 川　口　ゆり子 23-8396 昭和町12-27

〃 宮　下　るり子 22-2475 昭和町19-14

緑 町 村　上　準　一 23-2771 緑町 25-23

〃 菊　池　美　枝 22-7841 緑町 20-40

下北町・港町 横　山　正　敏 23-2802 下北町 3-19

下 北 町 横　山　美　保 23-2802 下北町 3-19

仲 町 宮　越　義　信 22-9800 仲町 18-33

〃 藤　田　直　子 23-1320 仲町 12-27

若 松 町 佐　藤　きぬ子 22-1468 若松町 8-30

金 曲 一 丁 目 佐　藤　みどり 23-2537 金曲1-17-5

〃 稲　葉　ひさ子 22-5228 金曲1-19-66

金 曲 二 丁 目 立　花　淑　子 23-3527 金曲2-4-43

金 曲 三 丁 目 種　市　栁　子 22-8511 金曲 2-7-21

苫 生 町 越　善　　　彰 23-3122 苫生町 2-13-8

南町・松原町 鈴　木　寿　子 23-2508 南町 11-29

赤 川 町・ 南 赤 川 町

大曲 一 丁 目 4 番・14 番・15 番
畑　中　みさを 22-5206 赤川町 5-10

大 曲 一 丁 目 佐々木　　　満 23-3131 大曲1-21-21

大曲二・三丁目 中　嶋　泰　子 22-3354 大曲 2-12-4

金谷沢・大室平 黒　滝　美代子 26-2586 奥内字金谷沢1-381

奥内・今泉・石蕨平 鍋　谷　昭　弥 26-2532 奥内字奥内54-3

近 川 木　村　郁　子 26-3007 奥内字近川8

中 野 沢 小野内　勝　美 26-3034 中野沢字小川40-192

主任児童委員 佐　藤　美知子 22-5140 新町 14-16

〃 齊　藤　幸　惠 22-1514 海老川町5-14

大湊地区民生委員児童委員協議会

山 田 町 白　川　光　治 29-1831 山田町 26-3

〃 三　角　鶴　子 29-4377 山田町10-38

山田町・文京町 平　原　啓　子 29-1676 田名部字落野沢46-12

荒川町・松森町 川　崎　繁　美 29-3812 松森町19-11

文 京 町 石　田　忠　哉 24-2052 文京町 3-9

文 京 町 佐々木　満　穗 24-2823 文京町10-9

旭 町 上　野　昭　夫 24-2217 旭町 10-48

〃 立　花　征　夫 24-3313 旭町 9-66

大 平 町 工　藤　光　正 29-1681 大平町 4-4

〃 阿　部　　　勝 24-3360 大平町 22-10

〃 柳　谷　勢津子 24-4019 大平町 46-22

〃 善　甫　憲　義 24-3621 大平町 50-7

並 川 町 唐　　　フ　ミ 24-3791 並川町10-26

大 湊 新 町 小　西　和　征 24-4423 大湊新町 25-14

〃 中　村　久美子 24-1060 大湊新町 4-10

大 湊 浜 町 髙　橋　英　子 24-1254 大湊浜町9-12

〃 布　施　勝　大 29-1741 大湊浜町 30-29

大 湊 上 町 川　村　康　保 24-1145 大湊上町 22-22

〃 伊　藤　和　子 24-1624 大湊上町15-27

川 守 町 小　島　鶴　男 24-1155 川守町 7-8

〃 海老名　　　進 29-4829 川守町 20-51

〃 菊　池　三千郎 24-4183 川守町 21-5

宇 田 町 佐　渡　秀　子 29-2724 宇田町 9-28

〃 柳　谷　　　稔 24-3850 宇田町 4-33

桜 木 町 祐　川　健　尚 24-4775 桜木町13-5

〃 坂　本　悦　子 29-2359 桜木町14-37

〃 新　松　真由美 24-2529 桜木町 27-7

宇 曽 利 川 安　野　真理子 24-1006 大湊字宇曽利川村56-5

新 城 ヶ 沢 木　村　遺　子 29-1722 城ヶ沢字中丁塚27-212

城 ヶ 沢 猪　口　み　よ 24-4567 城ヶ沢字城ヶ沢35

泉沢・永下・近沢 小　林　　　均 29-1277 城ヶ沢字片平13

角違・大川目 瀨　川　嘉　光 24-2204 城ヶ沢字角違15-1

主任児童委員 竹　園　信　子 29-1861 旭町 10-26

〃 下　田　悦　子 29-1097 山田町10-14

田名部北地区民生委員児童委員協議会

田名部町・本町 川　畑　孝　一 22-3428 田名部町5-16

柳 町 白　濵　惠　久 22-5468 柳町 1-4-22

〃 木　村　　　茂 22-0559 柳町 2-11-41

〃 欠　員

柳 町・ 女 舘 外　崎　繁　夫 22-0521 田名部字女舘27-3

柳 町 欠　員

横 迎 町 遠　藤　清　晴 22-3191 横迎町1-7-13

〃 宮　本　　　歩 22-2443 横迎町 2-11-3

〃 成　田　良　大 22-6359 横迎町1-12-38

上 川 町 木　村　　　博 22-8449 上川町 3-24

〃 手間本　節　男 23-4118 上川町 2-17

小 川 町 福　嶋　雄次郎 22-1960 小川町 2-7-18

〃 山　崎　潤　子 22-5803 小川町 2-19-11

小 川 町 山　本　幸　美 22-4501 小川町1-14-29

〃 吉　田　信　子 22-6604 小川町 2-19-30

〃 吉　田　温　美 23-0822 小川町 2-12-4

栗 山 町 中　村　良　一 22-2057 栗山町 3-7

椛山・尻釜・宮後 齊　藤　　　茂 23-3651 田名部字前川目5-5

赤坂・和泉町 道　川　貞　徳 31-1018 田名部字下川18-54

土 手 内 丸　岡　イ　ツ 22-3477 田名部字土手内74-620

最花・斗南岡 田　中　力　雄 22-4073 田名部字斗南岡32-6

品ノ木・酪農 堀　江　和　夫 22-8212 田名部字品ノ木34-317

品 ノ 木 欠　員

金 谷 山　邊　英　子 23-3415 金谷 2-5-31

金 谷 阿　部　利　男 22-3617 金谷 1-19-23

後田・松山・岩菜 工　藤　孝　敏 23-2641 松山町15-2

緑ケ丘・十二林 髙　橋　昭　一 23-2991 緑ヶ丘 21-7

中 央 渡　邉　　　勲 29-2977 中央 2-26-45

〃 大　林　良　子 29-3147 中央 2-22-33

南関根・名子・水川目 堀　内　　　喬 25-2930 関根字水川目138-305

北関根・高梨 西　村　光　二 25-2919 関根字北関根52

浜 関 根 畑　中　み　ち 25-2226 関根字北関根313-273

出 戸・ 川 代 欠　員

烏 沢・ 新 田 山　田　あ　さ 25-2346 関根字前浜 42-50

主任児童委員 小笠原　喜代子 22-7226 田名部字下道 34-3

〃 川　上　和　枝 22-2784 田名部字土手内74-191

川内地区民生委員児童委員協議会

新 町（ 東 ）富　岡　キ　ヱ 42-2621 川内町榀木69-2
新 町（ 西 ）渡　部　あつ子 42-2237 川内町川内65-1

熊ヶ平・板子塚 澤　野　充　子 42-3121 川内町川内27

谷地町・上町 松　尾　眞理子 42-2014 川内町川内153-1

浜町・中浦町 森　山　惠　子 42-3671 川内町川内231-3

仲崎（旧道）渡　部　節　子 42-3349 川内町川内365-1

仲崎（初見）本　多　康　子 42-2252 川内町休所 42-201

仲崎（新道東）八木橋　タ　ヨ 42-3123 川内町川内428

仲崎（新道西）高　松　郁　子 42-2418 川内町川内421

袰 川・ 戸 沢 佐々木　アツ子 42-3703 川内町戸沢131-11

田野沢・石倉 川　野　久美子 42-3615 川内町田野沢369-2

銀杏木・安部城・せせらぎ荘 德　　　直　義 42-2730 川内町銀杏木 45

畑 下　山　サダ子 42-5161 川内町家ノ辺8

湯 野 川 中　村　巧　三 42-5267 川内町湯野川162-3

上小倉平・下小倉平 板　井　　　久 42-3419 川内町上小倉平117-1

桧 　 川 蛭　名　正　三 42-3561 川内町桧川川代246-42

宿 野 部 岩　本　哲　男 43-2311 川内町宿野部3

蛎 　 崎 中　村　るり子 43-2419 川内町蛎崎61-1

主任児童委員 野　坂　久美江 42-2342 川内町川内122

問 市児童家庭課青少年・社会担当 22-1111内線 2512 
 　 川内庁舎市民福祉課　　　　    42-2111
 　 大畑庁舎市民福祉課　　　　   34-2111
 　 脇野沢庁舎市民福祉課　         44-2111

主任児童委員 浜　田　範　子 42-3586 川内町戸沢162

大畑地区民生委員児童委員協議会

赤川・木野部・佐助川 田　嶋　優　子 34-3879 大畑町佐助川32-15

釣屋浜・二枚橋 山　口　チヱ子 34-2594 大畑町二枚橋53-39

孫次郎間・涌舘 木　村　秀　子 34-5576 大畑町孫次郎間13-1

湯 坂 下 佐　藤　うめ子 34-3406 大畑町湯坂下5-26

〃 篠　原　洋　子 34-4255 大畑町湯坂下15-62

高橋川・小目名・薬研・堂近 山　本　　　實 34-5870 大畑町高橋川34-1

兎 　 沢 北　田　孝　雄 34-4600 大畑町兎沢17-96

南町・松ノ木・観音堂 一ノ瀬　秀　子 34-3523 大畑町観音堂17-4

本町・松ノ木ノ内土場 伝　法　百合子 34-6123 大畑町庚申堂51-7

本 　 町 中　居　省　悟 34-3032 大畑町本町80-10

東町・本門寺前・伊勢堂 佐　藤　佳　子 34-5362 大畑町東町3-1

筒万坂・庚申堂・東町 海老名　淳　子 34-2267 大畑町東町33

新 　 町 佐　藤　慶　一 34-6441 大畑町新町88-1

中 　 島 釣　谷　英　子 34-2652 大畑町中島42

〃 竹　川　征　子 34-4320 大畑町中島96-5

湊 　 村 堺　　　達　哉 34-2653 大畑町湊村131

〃 傳　法　千代子 34-2084 大畑町湊村66

上 野 船　木　敏　夫 34-5393 大畑町水木沢34-265

上野・水木沢 川　村　ちひろ 34-5475 大畑町水木沢335-1

〃 駒　谷　容　子 34-2128 大畑町上野77-6

正 津 川 平 木　村　和　男 34-6333 大畑町正津川平195

正津川・正津川平 畑　中　洋　子 34-3882 大畑町正津川25

正津川・正津川高待 湊　谷　和　子 34-4871 大畑町正津川1-5

関 根 橋 澤　田　眞紀子 34-5200 大畑町谷地道2

主任児童委員 畑　中　り　つ 34-4925 大畑町小目名村14

〃 石　田　芳　子 34-4110 大畑町戦敷11-1

脇野沢地区民生委員児童委員協議会

本 　 村 安　田　祥　導 44-2014 脇野沢本村 49

〃 三　上　　　恵 44-2542 脇野沢蛸田76-1

〃 脇　江　忠　廣 44-2505 脇野沢桂沢159-18

小 　 沢 久　慈　強　志 44-2458 脇野沢稲平24-6

瀬野・新井田・寄浪 立　石　長四郎 44-3365 脇野沢黒岩35-2

蛸田・芋田・九艘泊 木　下　伸　一 44-2322 脇野沢九艘泊51

滝山・片貝・源藤城 北　川　君　夫 44-2747 脇野沢源藤城49

主任児童委員 川　崎　真　弓 44-3405 脇野沢桂沢32

→

（敬称略、民生委員・児童委員は平成27年 4月1日現在）

　全国民生委員児童委員連合会は、昭和52年に毎年 5月12日を『民生委員・児童委員の日』とすることを

定めました。これは大正 6年（1917 年）5月12日に岡山県済世顧問制度設置規定が公布されたことに由来す

るものです。

　民生委員・児童委員は、地域の中から選ばれ、厚生労働大臣の委嘱を受けたボランティアの方々です。

　地域住民の福祉増進のための調査、情報提供、相談、助言等のほか、福祉事務所や児童相談所など関係

行政機関に協力して、さまざまな活動を行なっています。

　お困りごとなどがありましたら、担当地区の民生委員・児童委員へお気軽にご相談ください。

～ 5月12日は民生委員・児童委員の日です ～ キャッチフレーズ 『広げよう 地域に根ざした 思いやり』

選挙民生委員 特集国際交流information 議会だより 図書館相談健康町内会陸奥覧サークル

広報むつ
２０１５．４．２４

広報むつ
２０１５．４．２４
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むつ市議会だより
－第 223 回定例会－平成 27 年 2 月 25 日～ 3 月 20 日

　むつ市議会第２２３回定例会が、去る２月 25 日から３月 20 日までの 24 日間の会期で開かれました。
　今定例会では 41 議案・６報告・２議員提出議案が上程され、審議の結果、それぞれ可決・同意 ･ 承認されました。
　「むつ市議会だより」では、定例会におけるそれぞれの議案の審議内容、議決の結果、一般質問の要旨、各常任委員
会の活動等について、ご紹介します。

　新着図書は、『図書館だより』（毎月上旬発行・館内にて

配布）をご覧ください。『図書館だより』は、市ホームページ

からもご覧いただけます。

　【市立図書館駐車場のご案内】

　土・日・祝祭日は、隣接する（株）青工様、下北建設業協

会様のご厚意で両社の駐車場が利用可能ですのでご利用く

ださい。

　【第12回 人間 川島の解体新書ミニコーナー】
　ついにシリーズ最終話となりました。これまで鳴海先生

と私で、川島監督の作品と人物像の一端を紹介してきまし

た。昨年11月には図書館で「映画監督川島雄三シンポジウ

ム」を開催しました。シンポジストの諸氏には熱く語ってい

ただきました。みなさん本当に川島が、そして映画が大好

きなんでげすねー（感心フムフム……）

　さて、最終章は藤本義一氏と今村昌平氏にまつわるエピ

ソードから、川島の人物像を探ってみようと思います。川

島と両氏は共に師匠と弟子の関係でした。

　藤本が24～ 5歳の時、宝塚映画撮影所の掲示板に「思想

堅固でなく、肉体脆弱にあらずして、色を好み、酒を好ん

で、金銭欲多少あるものを求む」川島。とあったので、先輩

や照明さんに尋ねたら、「藤本、この監督はやめとけ、この

監督につくと、ほとんど死ぬ」「生き残ったのは死んでも死

なんという頑強なイマヘイ（今村昌平）とコウ（中林康）だけ

だ。コウは東大出の英語、フランス語、ドイツ語なんでも

こいで生き残り、イマヘイはブルドーザーのようなエネル

ギーで生き残ったんだ」。この言葉にいささか怯えたが、好

きな映画監督の下でシナリオ修行ができるというので、付

いた。（藤本義一著『川島雄三サヨナラだけが人生だ』河出

書房より抜粋）毒舌の今村昌平は、川島の死後しばらくして

「ここ数年つらつら日本の映画を見ると、どうもあまりモロ

イこともなく川島さんのようなオモロイ人物も居なくなっ

たように思う」（今村昌平編『サヨナラだけが人生だ映画監

督川島雄三の生涯』ノーベル書房より。）

　人は川島を鬼才、異才、奇才と呼ぶ。こんな表現をされ

る人物、川島は果たしてあの織田作之助と同様の破滅型な

のか？　それとも人を魅了する魔術師なのか？

　2018年、川島雄三生誕百年を迎えるにあたり、未だ謎多

い川島がますますおもしろいでげす……（幕）

         映画監督 川島雄三を偲ぶ会 会長 髙瀨 厚太郎

映画監督 川島雄三ってどんな人？
市立図書館川島雄三記念室 シリーズ⑫

5月 28日（木）は休館日

市立図書館28-3500

図書館
だより

　移動図書館車「ほほえみ号」は、図書館から離れている地

域や学校などへの図書館サービスとして運行しています。

みなさまのご利用をお待ちしています。

　なお、一部巡回できない地域の方は、最寄りの巡回場所

や図書館本館、川内、大畑、脇野沢の各分館をご利用くだ

さい。

※12月は本の返却のための運行で、本の貸し出しは行いませんの

でご了承ください。12月の返却日程は、巡回場所ごとにお知ら

せします。

移
　ブ ッ  ク   モ   ビ   ル　

動図書館車の運行について

巡回場所 巡回時間 巡回日

脇 野 沢 小 学 校 12:45～ 13:30 5/15
5/19
6/ 2
6/16
6/30

7/14
7/28
8/11
8/25
9/ 8

9/22
10/ 6
10/20
11/ 3
11/17

火
曜
日
運
行

脇野沢地域交流センター 13:40～ 14:10

新城ヶ沢集会所 15:10～ 15:30

川 内 小 学 校 13:00～ 13:45 5/12
5/26
6/ 9
6/23
7/ 7

7/21
8/ 4
8/18
9/ 1
9/15

9/29  
10/13
10/27
11/10
11/24

火
曜
日
運
行

川 内 庁 舎 13:55～ 14:20

川 内 公 民 館 14:30～ 15:00

関 根 小 学 校 12:50～ 13:30 5/13
5/27
6/10
6/24
7/ 8

7/22
8/ 5
8/19
9/ 2
9/16

9/30  
10/14
10/28
11/11
11/25

水
曜
日
運
行

海 の 子 保 育園 13:45～ 14:20

二 枚 橋 小学校 15:00～ 15:20

第三田名部小学校 13:00～ 13:40 5/20
6/ 3
6/17
7/ 1
7/15

7/29
8/12
8/26
9/ 9
9/23

10/ 7
10/21
11/ 4
11/18
11/27

水
曜
日
運
行市 中 央 公 民 館 14:00～ 14:40

工 房 歩 み 12:10～ 12:40
5/ 7
5/21
6/ 4
6/18
7/ 2

7/16
7/30
8/13
8/27
9/10

9/24
10/ 8
10/22
11/ 5
11/19

木
曜
日
運
行

奥 内 小 学 校 12:55～ 13:40

近 川 集 会 所 13:50～ 14:10

近 川 保 育 園 14:20～ 14:40

並 木 保 育 園 15:00～ 15:30

大 畑 小 学 校 12:50～ 13:30 5/14
5/28
6/11
6/25
7/ 9

  7/23
8/ 6
8/20
9/ 3
9/17

10/ 1
10/15
10/29
11/12
11/26

木
曜
日
運
行

大 畑 公 民 館 13:50～ 14:50

大 畑 小 学 校 15:00～ 15:30

正 津 川小学 校 13:00～ 13:45 5/ 8
5/22
6/ 5
6/19
7/ 3

7/17
7/31
8/14
8/28
9/11

9/25
10/ 9
10/23
11/ 6
11/20

金
曜
日
運
行こすもす幼稚園 14:20～ 15:00

主
な
議
案
の
説
明

編集 むつ市議会広報広聴委員会
発行 むつ市議会
青森県むつ市中央一丁目８番１号
　　　　　　　　　　22-1111

選挙民生委員 特集国際交流information 議会だより 図書館相談健康町内会陸奥覧サークル

広報むつ
２０１５．４．２４

議会だより
２０１５．４．２４
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【
む
つ
市
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
条
例
】

○
質
疑　

使
用
者
の
範
囲
を
小
学
３
年
生
以

下
と
し
た
理
由
は
。

○
答
弁　

基
本
的
に
未
就
学
児
童
を
対
象
と

し
、
遊
具
等
も
未
就
学
児
童
を
想
定
し
た

も
の
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
し

か
し
就
学
児
と
一
緒
に
来
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
も
考
慮
し
、
未
就
学
児
童
と
事

故
な
く
遊
べ
る
子
ど
も
達
の
年
齢
差
な
ど

を
勘
案
し
て
小
学
３
年
生
以
下
と
し
た
。

【
む
つ
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
】

○
質
疑　

む
つ
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
詳
細
に
つ

い
て
。

○
答
弁　

青
森
県
人
事
委
員
会
が
行
っ
た
県

職
員
の
給
与
に
関
す
る
勧
告
に
鑑
み
、
給

与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
と
し
て
職
員
に

適
用
さ
れ
る
給
与
表
を
平
均
１･

８
％
減
額

改
定
す
る
ほ
か
、
単
身
赴
任
手
当
の
額
の

改
定
、
住
居
手
当
お
よ
び
単
身
赴
任
手
当

に
係
る
支
給
対
象
職
員
の
範
囲
並
び
に
管

理
職
員
特
別
勤
務
手
当
に
係
る
支
給
事
由

を
拡
大
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
む
つ
市
職
員
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
】

○
質
疑　

減
額
に
よ
る
地
域
経
済
へ
の
影
響

は
な
い
の
か
。

○
答
弁　

影
響
が
な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い

が
、
財
政
再
生
団
体
へ
の
転
落
と
い
っ
た
最

悪
の
事
態
に
陥
る
こ
と
で
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
に
影
響
が
出
る
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
の
判
断
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

【
む
つ
市
太
陽
の
恵
み
基
金
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
】

○
質
疑　

使
途
拡
充
の
理
由
は
。

○
答
弁　

こ
れ
ま
で
は
一
般
家
庭
の
ご
く
限

ら
れ
た
市
民
に
の
み
補
助
金
が
交
付
さ
れ

る
現
状
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
改
正
に
よ
り

太
陽
か
ら
得
ら
れ
た
恵
み
を
植
栽
や
森
林

保
全
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
環
境
に
配
慮

し
た
循
環
型
社
会
の
一
助
に
な
り
、
そ
の

恩
恵
を
広
く
行
き
渡
ら
せ
る
こ
と
が
可
能

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

【
む
つ
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
】

○
質
疑　

改
定
に
よ
り
影
響
を
受
け
る
人
数

と
金
額
は
い
く
ら
か
。

○
答
弁　

保
険
料
月
額
基
準
額
を
２
０
０

円
引
き
上
げ
、
徴
収
階
層
の
区
分
を
６
段

階
か
ら
９
段
階
と
す
る
改
定
で
、
平
成
27

年
度
の
第
１
号
被
保
険
者
１
万
７
４
１
２

人
が
影
響
を
受
け
、
保
険
料
額
は
合
計
で

２
５
９
８
万
円
、
１
人
あ
た
り
年
額
で

１
４
９
２
円
の
増
額
と
な
る
。

【
む
つ
市
消
防
団
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
】

○
質
疑　

費
用
弁
償
増
額
の
理
由
は
消
防
団

を
中
核
と
し
た
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化

に
関
す
る
法
律
の
指
摘
に
よ
る
も
の
か
。

○
答
弁　

法
律
の
規
定
も
理
由
の
一
つ
で
あ

る
が
、
機
会
あ
る
ご
と
に
災
害
時
の
苦
労
や

危
険
性
な
ど
消
防
団
員
の
生
の
声
を
聞
き
、

そ
の
苦
労
に
報
い
る
た
め
災
害
時
の
出
動

分
だ
け
で
も
増
額
す
べ
き
と
判
断
し
た
。

【
平
成
27
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
予
算
】

○
質
疑　

予
算
編
成
の
評
価
に
つ
い
て
。

○
答
弁　

市
長
に
な
っ
て
初
め
て
の
予
算
編

成
で
あ
っ
た
が
、
率
直
な
印
象
と
し
て
は

非
常
に
厳
し
い
編
成
で
あ
っ
た
。
財
務
部

内
で
の
査
定
を
経
て
約
８
億
円
の
歳
出
超

過
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
収
支
の
差
を
埋

め
る
こ
と
に
意
識
の
大
半
を
注
ぎ
、
そ
れ

で
も
解
消
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
特

別
職
の
給
与
、
管
理
職
手
当
の
削
減
に
加

え
一
般
職
員
の
給
与
の
減
額
措
置
を
実
施

す
る
苦
渋
の
決
断
を
し
た
。

　
　

し
か
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
「
む
つ

市
成
長
戦
略
２
０
１
５
希
望
の
ま
ち
実
現

に
向
け
た
５
つ
の
重
点
施
策
」を
積
極
的
に

展
開
す
る
こ
と
を
基
本
に
編
成
し
、
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
で
も
む
つ
市
の
成
長
の

礎
を
築
く
た
め
の
施
策
を
打
ち
出
せ
た
と

い
う
点
で
の
評
価
は
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

【
平
成
26
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
議
案

第
41
号
）】

○
質
疑　

防
災
対
策
費
２
億
円
の
内
訳
は
。

○
答
弁　

奥
内
小
学
校
の
多
目
的
ホ
ー
ル
お

よ
び
多
目
的
活
動
室
に
放
射
性
物
質
除
去

フ
ィ
ル
タ
ー
を
設
置
す
る
と
と
も
に
窓
枠

の
補
強
や
扉
の
二
重
化
な
ど
放
射
線
防
護

対
策
を
講
ず
る
も
の
で
、
概
算
の
内
訳
は
、

調
査
設
計
費
１
５
０
０
万
円
、
土
木
・
建
築

工
事
費
１
億
８
０
０
０
万
円
の
ほ
か
、
施
工

管
理
費
、
旅
費
や
建
築
確
認
費
用
等
と
な
っ

て
い
る
。

【
反
対
討
論
】

　

次
の
５
議
案
に
対
し
反
対
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

○
む
つ
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
む
つ
市
職
員
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例

○
む
つ
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

○
平
成
27
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
予
算

○
平
成
27
年
度
む
つ
市
介
護
保
険
特
別
会
計

予
算

【
む
つ
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
】

【
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す
る
医
療
費
助

成
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
】

　
（
提
出
先　

衆
・
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理

大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
）

賛否の分かれた案件 市誠クラブ 公明・政友会 新生むつ 自民クラブ 一心クラブ 会派に属しない議員

議
決
結
果

賛否

佐
　
賀
　
英
　
生

東
　
　
　
健
　
而

石
　
田
　
勝
　
弘

上
　
路
　
德
　
昭

鎌
　
田
　
ち
よ
子

菊
　
池
　
光
　
弘

岡
　
崎
　
健
　
吾

白
　
井
　
二
　
郎

山
　
本
　
留
　
義

斉
　
藤
　
孝
　
昭

濵
　
田
　
栄
　
子

冨
　
岡
　
幸
　
夫

浅
　
利
　
竹
二
郎

中
　
村
　
正
　
志

半
　
田
　
義
　
秋

村
　
中
　
徹
　
也

大
　
瀧
　
次
　
男

富
　
岡
　
　
　
修

佐
々
木
　
隆
　
徳

横
　
垣
　
成
　
年

工
　
藤
　
孝
　
夫

佐
々
木
　
　
　
肇

川
　
下
　
八
十
美

目
　
時
　
睦
　
男

村
　
川
　
壽
　
司

◆議案第 9号 むつ市職員の給与に関する条
例等の一部を改正する条例

原案
可決

20：3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○

◆議案第 10 号 むつ市職員の給与の特例に
関する条例

原案
可決

19：4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● － ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○

◆議案第 12 号 むつ市介護保険条例の一部
を改正する条例

原案
可決

20：3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○

◆議案第 33 号 平成 27 年度むつ市一般会計
予算

原案
可決

21：3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○

◆議案第 36 号 平成 27 年度むつ市介護保険
特別会計予算

原案
可決

21：3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○

議案質疑・討論等議案賛否一覧 議案に対し、通告のあった質疑とその答弁および討論等についてご紹介します。本定例会で審議された議案の議決結果・賛否の一覧をご紹介します。

◆議案第13号 むつ市指定地域密着型サービスの事業及び指定
地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営に
関する基準等を定める条例及びむつ市介護老人保健施設条例
の一部を改正する条例

◆議案第14号 むつ市保育所条例の一部を改正する条例
◆議案第15号 むつ市斎場条例の一部を改正する条例
◆議案第16号 むつ市消防団条例の一部を改正する条例
◆議案第17号 むつ市図書館資料購入基金条例を廃止する条例
◆議案第18号 むつ市地域福祉基金条例を廃止する条例
◆議案第19号 むつ市地域の元気臨時交付金基金条例を廃止す
る条例

◆議案第 20号 むつ市ふるさと活性化対策基金条例を廃止する条例
◆議案第 21号 むつ市青少年問題協議会設置条例を廃止する条例
◆議案第 22号 財産の取得について（都市計画道路横迎町中央２
号線の道路用地を取得するためのもの）

◆議案第 23号 青森県市町村職員退職手当組合を組織する地方
公共団体数の減少及び青森県市町村職員退職手当組合規約の
変更について

◆議案第 24号 新市まちづくり計画の変更について
◆議案第 25号 むつ市過疎地域自立促進計画の変更について
◆議案第 26号 公有水面埋立てに係る意見について
◆議案第 31号 平成 26年度むつ市下水道事業特別会計補正予算
◆議案第 32号 平成 26年度むつ市水道事業会計補正予算
◆議案第 34号 平成 27年度むつ市国民健康保険特別会計予算
◆議案第 35号 平成 27年度むつ市後期高齢者医療特別会計予算
◆議案第 37号 平成 27年度むつ市下水道事業特別会計予算
◆議案第 38号 平成 27年度むつ市公共用地取得事業特別会計予算
◆議案第 39号 平成 27年度むつ市魚市場事業特別会計予算
◆議案第 40号 平成 27年度むつ市水道事業会計予算
◆議案第 41号 平成 26年度むつ市一般会計補正予算
◆報告第３号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることに
ついて（平成 26年度むつ市介護保険特別会計補正予算）

◇議員提出議案第1号　むつ市議会委員会条例の一部を改正す
る条例

◇議員提出議案第 2号　ウイルス性肝炎患者に対する医療費助
成の拡充を求める意見書

※○は賛成、●は反対、「欠」は欠席または採決の際に不在の者、「退」は退席、「除」は除斥（地方自治法第 117条の規定により、
審議事件と一定の利害関係を有するため審議に参与することができない者）

※議長（山本留義）は採決に加わらない　（全議員２５名　採決対象議員数２４名）

→

議会だより
２０１５．４．２４

議会だより
２０１５．４．２４

会派名
議員氏名

議案名
（3月20日採決）

討
論

議
員
提
出
議
案

全会一致で原案可決 ･ 同意 ･ 承認となった案件および報告のみ
の案件：３月 12 日採決　【欠席（不在）1： 村中徹也】
◆議案第 27号 むつ市教育委員会の委員に任命する者につき同
意を求めることについて

◆議案第 28号 人権擁護委員の候補者に推薦する者につき意見
を求めることについて

◆議案第 29号 人権擁護委員の候補者に推薦する者につき意見
を求めることについて

◆議案第 30号 平成 26年度むつ市一般会計補正予算
◆報告第１号 専決処分した事項の報告について（和解及び損害賠
償の額を定めることについて）

◆報告第２号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることに
ついて（平成 26年度むつ市一般会計補正予算）

◆報告第４号 専決処分した事項の報告について（和解及び損害賠
償の額を定めることについて）

◆報告第５号 専決処分した事項の報告について（和解及び損害賠
償の額を定めることについて）

◆報告第６号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることに
ついて（平成 26年度むつ市一般会計補正予算）

全会一致で原案可決 ･ 承認となった案件：３月 20 日採決
【欠席（不在）1： 冨岡幸夫（議案第１号～ 19 号まで）】
◆議案第１号 むつ市教育委員会教育長の勤務時間等に関する条例
◆議案第２号 むつ市ふるさと納税寄附金基金条例
◆議案第３号 むつ市地域包括支援センターにおける包括的支援
事業の実施に関する基準を定める条例

◆議案第４号 むつ市指定介護予防支援事業者の指定並びに指定
介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支
援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基
準を定める条例

◆議案第５号 むつ市キッズパ－ク条例
◆議案第６号 むつ市大湊展望台条例
◆議案第７号 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部
を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備等に関する条例

◆議案第８号 むつ市行政手続条例の一部を改正する条例
◆議案第11号 むつ市太陽の恵み基金条例の一部を改正する条例
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★
町
内
集
会
所
設
置
等
補
助
金

○
質
疑　

合
併
当
初
か
ら
、
む
つ
・
川
内
・
大
畑
・

脇
野
沢
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
補
助
金
の
取

扱
い
が
違
う
が
、
そ
の
状
況
に
つ
い
て
説
明

願
い
た
い
。

○
答
弁　

確
か
に
合
併
以
来
異
な
っ
た
補
助
金

の
取
扱
い
と
な
っ
て
お
り
、
む
つ
地
区
で
は

集
会
所
の
補
修
や
土
地
借
受
等
、
川
内
地
区

で
は
７
町
内
会
に
運
営
補
助
金
、
大
畑
地
区

で
は
町
内
会
連
合
会
へ
の
補
助
の
ほ
か
、
ご

み
の
集
積
所
等
へ
の
補
助
等
、
地
区
ご
と
に

異
な
る
形
で
補
助
金
を
支
出
し
て
い
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
今
後
補
助
基
準
の
内
容
の

一
本
化
を
目
指
し
検
討
し
て
い
く
。

★
下
北
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
推
進
協
議
会
負

担
金

○
質
疑　

ジ
オ
パ
ー
ク
に
係
る
平
成
27
年
度
の

事
業
内
容
に
つ
い
て
。

○
答
弁　

平
成
27
年
度
は
各
種
研
修
会
へ
の
参

加
、
ジ
オ
サ
イ
ト
マ
ッ
プ
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

看
板
等
の
作
成
、
ジ
オ
ツ
ア
ー
の
開
催
、
先

進
地
視
察
の
ほ
か
、
地
域
へ
の
情
報
提
供
と

い
う
こ
と
で
出
前
講
座
や
ジ
オ
ガ
イ
ド
員
養

成
講
座
等
を
計
画
し
て
い
る
。

★
社
会
福
祉
法
人
指
導
監
査
専
門
員
費

○
質
疑　

監
査
委
員
の
人
数
と
、
監
査
の
対

象
と
な
る
社
会
福
祉
法
人
は
市
内
全
部
な
の

か
。　

○
答
弁　

市
内
に
あ
る
15
の
社
会
福
祉
法
人
の

監
査
を
税
理
士
２
名
に
委
託
し
て
い
る
費
用

で
あ
る
。　

★
む
つ
市
資
源
ご
み
回
収
奨
励
金

○
質
疑　

予
算
編
成
方
針
で
補
助
金
は
カ
ッ
ト

す
る
と
話
し
て
い
た
が
、
こ
の
奨
励
金
に
つ

い
て
減
額
の
検
討
は
し
な
か
っ
た
の
か
。　

○
答
弁　

減
額
の
検
討
は
し
た
が
、
資
源
ご
み

の
回
収
を
行
う
こ
と
で
処
分
す
る
部
分
の
経

費
が
浮
く
こ
と
に
な
る
こ
と
な
ど
を
勘
案
し

現
状
の
金
額
を
維
持
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
★
健
康
増
進
費

○
質
疑　

が
ん
検
診
に
ピ
ロ
リ
菌
の
検
査
を
追

加
し
て
欲
し
い
と
の
声
が
多
く
な
っ
て
い
る

が
、
検
討
は
し
た
の
か
。　

○
答
弁　

平
成
27
年
度
予
算
に
は
計
上
で
き
な

か
っ
た
が
、
今
後
医
師
会
の
意
見
も
仰
ぎ
な

が
ら
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

★
斎
場
管
理
費

○
質
疑　

市
内
４
か
所
の
斎
場
は
、
長
寿
命
化

の
た
め
の
工
事
を
施
し
て
使
用
し
て
い
る
よ

う
だ
が
、
今
後
も
継
続
使
用
し
て
い
く
の
か
。

　

ま
た
人
口
減
少
等
を
考
慮
す
れ
ば
市
内
４

か
所
は
多
い
の
で
は
。　

○
答
弁　

川
内
・
大
畑
・
脇
野
沢
斎
場
に
つ
い

て
は
通
常
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
い
機
能
を

維
持
し
て
い
る
。
む
つ
市
斎
場
は
長
寿
命
化

事
業
に
基
づ
き
整
備
し
な
が
ら
継
続
使
用
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

ま
た
当
市
で
は
高
齢
者
人
口
の
増
加
に
伴

い
火
葬
件
数
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
行
政
区

域
が
広
い
こ
と
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
面
は

４
斎
場
の
体
制
を
維
持
し
て
い
き
た
い
。

　
　

★
脇
野
沢
農
業
振
興
公
社
貸
付
金

○
質
疑　

貸
付
金
増
額
の
理
由
と
今
後
の
公
社

運
営
の
方
向
性
に
つ
い
て
。

○
答
弁　

平
成
27
年
度
は
法
定
福
利
費
の
支
出

増
等
に
よ
り
年
度
当
初
の
運
転
資
金
に
不
足

を
生
ず
る
た
め
増
額
と
な
っ
た
。

　
　

構
造
的
に
赤
字
と
な
っ
て
い
る
主
な
要

因
は
い
の
し
し
の
事
業
で
あ
る
。
こ
の
１
年

が
勝
負
だ
と
思
っ
て
お
り
、
赤
字
解
消
の
目

途
を
つ
け
る
よ
う
な
新
た
な
販
路
の
開
拓
等

を
、
公
社
と
市
で
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
そ
う
な
ら
な
い

場
合
は
今
後
の
方
向
性
を
見
直
し
て
い
く
時

期
に
き
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。　

★
地
籍
調
査
事
業
費

○
質
疑　

平
成
27
年
度
の
調
査
区
域
、
面
積
お

よ
び
完
了
ま
で
何
年
く
ら
い
か
か
る
の
か
。

○
答
弁　

平
成
27
年
度
は
小
川
町
１
丁
目
地
区

で
面
積
は
０･

25
㎢
を
予
定
し
て
い
る
。
旧

む
つ
地
区
で
平
成
31
年
ま
で
に
は
90
％
を
超

え
る
も
の
の
、
そ
の
後
完
了
ま
で
に
は
約
20

年
か
か
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

★
安
渡
館
Ｐ
Ｒ
推
進
事
業
費

○
質
疑　

安
渡
館
を
含
め
た
水
源
池
公
園
全
体

の
Ｐ
Ｒ
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

○
答
弁　

ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
を
作
成
し
県
内

外
の
観
光
関
連
団
体
等
に
配
布
す
る
ほ
か
、

水
源
池
公
園
内
で
の
イ
ベ
ン
ト
も
企
画
し
て

い
る
。
ま
た
全
国
に
５
か
所
し
か
な
い
海
上

自
衛
隊
総
監
部
の
所
在
地
と
し
て
、
基
地
に

関
す
る
観
光
素
材
を
磨
き
上
げ
て
海
軍
の
街

と
し
て
全
国
に
発
信
し
て
い
き
た
い
。

★「
道
の
駅
」整
備
事
業
費

○
質
疑　

整
備
事
業
の
内
訳
と
全
体
の
事
業
費

お
よ
び
全
体
像
は
。

○
答
弁　

事
業
費
の
内
訳
等
は
６
月
に
設
置
予
定
の

道
の
駅
整
備
基
本
構
想
策
定
委
員
会
の
委
員
の
報

酬
と
費
用
弁
償
お
よ
び
委
託
料
等
で
あ
る
。

　
　

基
本
構
想
策
定
後
、
財
政
状
況
等
も
勘
案

し
事
業
費
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
が
固
ま
る
こ

と
と
な
る
が
、
平
成
27
年
度
か
ら
基
本
構
想

の
策
定
に
着
手
し
、
あ
く
ま
で
も
想
定
で
あ

る
が
平
成
32
年
度
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て

整
備
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

★
除
排
雪
委
託
料

○
質
疑　

除
排
雪
が
必
要
か
ど
う
か
の
判
断
と

雪
の
堆
積
場
に
つ
い
て
。　

○
答
弁　

む
つ
地
区
で
は
、
通
常
市
の
土
木
課
職
員

が
夜
12
時
に
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
な
ど
し
て
判
断
す
る

ほ
か
、一
部
遠
隔
地
に
つ
い
て
は
業
者
と
連
絡
を
取
っ

て
出
動
の
判
断
を
し
て
い
る
。
除
雪
路
線
の
延
長
に

伴
い
時
間
も
か
か
っ
て
お
り
、
朝
の
通
勤･

通
学
の

時
間
ま
で
に
終
わ
ら
せ
る
よ
う
対
応
し
て
い
る
。

　
　

除
雪
し
た
際
の
一
次
堆
積
場
と
し
て
民
有

地
を
お
借
り
し
て
い
る
が
、
借
地
料
の
支
払
い

や
固
定
資
産
税
の
減
免
等
は
行
っ
て
い
な
い
。

★
災
害
時
用
備
品
整
備
事
業
費

○
質
疑　

備
品
の
保
管
場
所
お
よ
び
非
常
食
等

の
消
費
期
限
の
あ
る
も
の
の
管
理
は
。

○
答
弁　

各
庁
舎
、
小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
な
ど

の
主
要
な
避
難
所
、市
内
34
か
所
に
保
管
し
て
い
る
。

　
　

ま
た
、
食
糧
や
飲
料
水
等
の
保
存
期
限
は

５
年
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
期
限
が
切
れ

る
１
年
前
に
は
入
れ
替
え
を
行
な
っ
て
い
る
。

★
図
書
館
費

○
質
疑　

図
書
購
入
の
選
定
基
準
は
。

○
答
弁　

公
共
図
書
館
の
選
定
の
基
準
は
、
市

民
の
要
求
と
社
会
的
価
値
と
さ
れ
る
が
、
こ

れ
を
踏
ま
え
、
市
民
か
ら
の
図
書
リ
ク
エ
ス
ト

カ
ー
ド
の
要
望
に
よ
り
昨
年
度
は
約
３
５
０
冊

を
購
入
。
ま
た
、
社
会
的
価
値
と
し
て
図
書

館
司
書
や
職
員
等
で
選
定
し
た
も
の
も
含
め
、

年
間
２
５
０
０
冊
を
購
入
し
て
い
る
。

★
歳
入
に
つ
い
て

○
質
疑　

地
方
交
付
税
６
億
５
０
０
０
万
円
の
減
、

国
お
よ
び
県
支
出
金
の
電
源
立
地
地
域
対
策
交

付
金
の
減
の
理
由
と
今
後
の
予
想
に
つ
い
て
。

○
答
弁　

普
通
交
付
税
に
お
い
て
は
、
地
方

消
費
税
交
付
金
が
約
３
億
円
増
額
と
な
る

こ
と
か
ら
普
通
交
付
税
が
減
と
な
る
。
ま
た

平
成
26
年
度
交
付
額
を
ベ
ー
ス
と
し
て
合

併
特
例
措
置
分
に
つ
い
て
平
成
27
年
度
は

１
億
２
０
０
０
万
円
の
減
を
見
込
ん
で
い
る

ほ
か
、
平
成
26
年
度
の
交
付
額
の
実
績
を

ベ
ー
ス
に
地
方
財
政
計
画
の
増
減
率
を
加
味

し
て
積
算
し
た
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円
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減
と
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た
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電
源
立
地
地
域
対
策
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付
金
に
つ
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て

は
、
国
庫
支
出
金
、
県
支
出
金
と
も
、
交
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金
を
構
成
し
て
い
る
立
地
促
進
対
策
交
付
金

相
当
部
分
の
減
に
よ
る
も
の
で
あ
る
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今
後
は
平
成
28
年
度
か
ら
交
付
単
価
の
減

少
等
に
よ
り
、
年
間
３
億
円
弱
程
度
の
減
収

に
な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

平成27年度むつ市一般会計予算 
　323億 7,200万円を可決 （ 前年比 1.2％の減 ）

・特   別   会   計　167億 2,856万円　前年比8.5％の増
・水道事業会計　  35億 4,532万円　前年比0.7％の増
　平成27年度の一般会計・特別会計・企業会計の各予算は、議長を除く全議員で構成された予算
審査特別委員会（委員長：佐々木肇議員・副委員長：菊池光弘議員）の場で審査されました。このペー
ジでは、予算審査特別委員会での質疑内容について、その一部をご紹介します。
　予算審査特別委員会の審査の結果は、一般会計予算および介護保険特別会計予算については、
委員１名より反対討論がありましたが、賛成多数で可決すべきものと決定し、ほかの特別・企業会
計予算については、全会一致で可決すべきものと決定しました。
（平成27年度のむつ市の予算の概要は、広報むつ４月号（４月10日発行）10ページをご覧ください。）

予算審査特別委員会予算審査特別委員会 予算審査特別委員会での審査内容についてご紹介します。予算審査特別委員会は３月12日、13日、16日、17日に開催されました。

予算審査特別委員会
佐々木　肇 委員長

★国民健康保険特別会計　
○質疑　国民健康保険財政健全化指針の範囲内の予算と
なっているか。計画の実施状況は。
○答弁　現時点ではおおむね計画どおりの進捗状況にあ
る。ジェネリック医薬品の普及率は30％を超えており、
今後も一層の普及を図っていく。また、特定健診の実
施についても、個別健診の受託先の拡大、受診料の無
料化を図り、受診率も増加する見込みとなっている。

★介護保険特別会計
○質疑　第１号･２号被保険者の中で介護サービスを受
けている人は何人いるのか。また、特養施設の直近の
待機者数は何人いるのか。
○答弁　居宅サービスの利用者は、65歳以上の第1号被
保険者で 2,136 人、40 歳から 64 歳までの第 2号被保
険者で 60人の合計 2,196 人となっている。特養施設の
直近の待機者は、平成 26年 2月現在で、要介護 3以
上の在宅の方が88名となっている。

特別会計の内訳

★公共用地取得事業特別会計　
○質疑　道の駅の全体予算はいくらか、また、土地購入
に係る財源は何を予定しているのか。　
○答弁　全体の予算は基本構想策定後に明らかになる予
定である。また、土地購入の財源は起債となるが、償
還については一般会計からの繰り入れを予定している。

★魚市場事業特別会計
○質疑　工事の着工時期と全体の所要額はいくらか。また、
６次産業化や直売所などの観光振興等は考えているのか。
○答弁　平成 27年度、平成 28年度の 2か年の全体の工
事費は10億円と想定しており、国の予算確定後速やか
に着工したいと考えている。直売所については産地協
議会の中で要望等もあり、今後どういう方向の観光振
興を目指すのかも含めて検討を重ねていきたい。

特別会計についての審査状況 会計名 予算額
国民健康保険特別会計 81億 7,257 万円
後期高齢者医療特別会計 5億　136 万円
介護保険特別会計 59億 7,941 万円
下水道事業特別会計 15億 6,114 万円

公共用地取得事業特別会計 2億 1,165 万円
魚市場事業特別会計 3億　241万円
水道事業会計 35億 4,532 万円

議会だより
２０１５．４．２４

議会だより
２０１５．４．２４
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●質問　地方創生の地域づ
くりについて。

●答弁　市全域の中心部を１か所にするの
ではなく、旧４市町村それぞれの拠点を
大切にしたまちづくりを進め、各拠点を
つなぐ効率的なネットワークやインフラ
整備等と一体的に進めるコンパクトシ
ティ型の地域づくりが必要と考えている。

●質問　総合体育館の建設を予定する年度
はいつか。

●答弁　中長期的な事業との折り合いや財
源の調整は大前提だが、東京オリンピッ
ク・パラリンピックで日本中がスポーツ
に沸き立ち、併せて、青森県民体育大会
がむつ市を含む下北地域を会場に開催さ
れる時期を目途に、建設に向けて検討し
ていきたい。

※上記のほか「田名部まちなか再生事業につ
いて」 の質問がありました。

●質問　地方版総合戦略
の早期策定に全力を尽
くすべき。

●答弁　地方創生を好機と捉え、職員一
丸でアイディアを出す。競争社会で求
められるのはスピード感。できる限り
新年度の早い時期に、他の自治体に先
んじて策定する必要があると高い危機
感を持っている。

●質問　ふるさと納税について、受け身
から獲得へ、さらに関心を行動に移す
施策を実施すべき。

●答弁　ふるさと納税をより明確にする
ための基金を新設する。寄附者に贈呈
する特産品を９品目から 20 品目へ増
やす。さらにクレジット決済の導入に
ついても検討してるところである。

※上記のほか「教育行政について」の質
問がありました。

●質問　原子力新規制基準
について田中委員長が
「私は安全だとは言っていない」と言って
いることについて。

●答弁　「安全性については不断に向上を
目指すべき」が田中委員長の思い。政府
は「新規制基準に適合した場合は安全性
が確保された」とし、私も政府の見解を
支持する。

●質問　安全という点で原子力行政は無責
任だ。安倍首相は「規制基準イコール安
全」、田中委員長は「安全とは言わない」
と言う。安全という点でどちらも責任を
とろうとしない。「国は安全という点で
責任をとれ」と抗議する考えはあるか。

●答弁　政府を支持する立場だ。
※上記のほか「むつ市地球温暖化対策推進
実行計画について」「むつ市の独自性な
どについて」 の質問がありました。

大瀧 次男 議員斉藤 孝昭 議員横垣 成年 議員

●質問　ワシントン州ポー
トエンジェルス市と姉妹
都市を結び今年で 20 周年を迎えるが、
今後の交流のあり方について問う。

●答弁　今年はダン市長とタッド会長一
行が当市を訪問する予定であり、20 周
年の記念式典を計画している。今後の
交流についてはダン市長や国際交流協
会の方々と話し合い進めていく。

●質問　太平洋東部海区における沿岸漁
業と沖合漁業の操業ラインは、安全か
つ平等であると思われるか。産業や雇
用との関係をどう考えるのか。

●答弁　操業ラインの見直しは地元産業
に密接に関わる重要な案件である。近
隣町村と関係を密にし関係機関に要望
する。

●質問　市道細間沢線の進
捗状況と今後の見通しは。

●答弁　これまでに測量調査、実施設計、民
有地の買収等を終了しており、今後は財政
状況を見極めながら整備していきたい。

●質問　市内の自主防災組織の設立状況
と課題は。

●答弁　現在むつ地区が７、脇野沢地区
で１の計８町内会と極めて少なく、今
後未設立の各町内会長に自主防災組織
の必要性等を説明し、設立を積極的に
働きかけていきたい。

●質問　水産加工センター移譲の見通しは。
●答弁　漁港用地の売却について国と県である
程度の協議が整い、今後順次手続が進められ
るものと思っている。建物の譲渡については、
用地売却の目途がつき次第進めていきたい。

※上記のほか「観光振興について」の質問
がありました。

●質問　当市の人口減少対
策と数値目標はあるのか。

●答弁　人口減少問題克服が地方創生の
大命題である。地方版総合戦略策定の
重要な基礎資料となるむつ市版人口ビ
ジョン策定に向け、これから本格的な
分析作業を行っていく。

●質問　当市の経済効果が期待されるプ
レミアム商品券の発行はいつ頃を予定
しているか。

●答弁　現在商工会議所、商工会と調整
中であるが７月を目途に発行する予定
としている。

●質問　投票率最低返上に対する取り組みは。
●答弁　初の試みとして本年１月の成人
式において成人式模擬選挙を実施した
ほか、小学生を対象とした選挙出前講
座を大平小学校６学年３クラスで実施
するなど啓発活動に取り組んでいる。

濵田 栄子 議員佐々木 隆徳 議員菊池 光弘 議員

●質問　下北半島５市町村での定住自立圏形成
について。

●答弁　２月に周辺４町村長と会談し、形成に
向けて連携していく意向を確認した。今後、
連携する市町村間で協議を重ね、９月までに中心市宣言を行
う予定だ。国からの財政支援は中心市には最大で 8,500 万円
程度、ビジョンの期間中５年程度を想定する。

●質問　街路灯の灯具の寿命延長や電気料金の削減のためにも、
早期に市内全ての街路灯の LED化を図るべき。

●答弁　平成２７年度から民間資金を活用した ESCO 事業によ
る街路灯の原則全面LED化の導入について取り組む。明るく、
安全で、エコな街を目指していきたい。

石田 勝弘 議員

●質問　地方創生総合戦略構想は広く市民や地
域住民の声をどのように反映させていくのか。

●答弁　パブリックコメントを通じて、広く市
民の皆さまの意見を反映させる手法を検討し
ていきたい。

●質問　１次産業の活性化と仕事、所得の向上をどう図るのか。旧
町村部における医療福祉の確保、および向上、再生について伺う。

●答弁　戦略に盛り込む具体的な施策はこれから本格的に協議し
ていくことになるが、当市の最大の課題は雇用の創出にある。
このことは若者の定住と結婚や子育て環境を整えていくこと
の課題でもある。医療、福祉についてもしっかり分析を行い、
総合戦略の中に組み入れていきたい。

※上記のほか「新教育委員会制度について」の質問がありました。

工藤 孝夫 議員

●質問　合併10年の節目が財
政に与える影響について。

●答弁　普通交付税が３割減額になり大
変厳しい財政運営を迫られる。

●質問　プライマリーバランス（基礎的財
政収支）や４指標について。

●答弁　実質赤字比率、連結実質赤字比率は
黒字、実質公債費比率は 17.8％で、財政
再生基準と早期健全化基準を下回ってい
る。将来負担比率は204.3％で基準値以下、
財政力指数は１に対し 0.37 で非常に悪い。

●質問　合併特例債の使用について。
●答弁　134 億 7,400 万円の残で、５年
間延長可能。歳入については、今後未
収金対策など、資金企画室を創設し、
より効果的な財源確保に努めたい。

※上記のほか「地方創生２法案の成立に
伴う本市の戦略について」 の質問があ
りました。

●質問　地方創生事業に対
し、海上自衛隊で唯一艦
船修理ドックを保有する大湊地方隊と
の連携による防衛造修ゾーン（仮称）を
提案してはどうか。

●答弁　民間企業の特色ある産業の創出
について、協力できる方策を研究して
いきたい。

●質問　今後の小・中学校統廃合に関す
る方針を示せ。

●答弁　児童・生徒の教育状況改善の観
点を第一義に捉える。

●質問　介護職員の賃金アップが、事業
の経営状態に左右されることなく確実
に実行される担保は何か。

●答弁　平成 24 年度から、一時的な交
付金制度に替え、介護職員処遇改善加
算を創設、現行加算の仕組みを維持し
つつ上乗せを行う。

●質問　「健康まちづくり
元年」健康マイレージ事
業について。

●答弁　チャレンジシートは４月下旬か
ら市役所で配布。運動、食事など５項
目の行動記録をチャレンジシートに４
週間書き込みポイントを獲得。各種健
診や健康イベント参加もポイントとな
り、一定のポイントをためると共通商
品券や協賛店での得点と健康マイレー
ジカードがもらえる。チャレンジシー
ト配布目標は 6,000 部。達成者増加で
消費活動が活発化し、地域の活力を導
く二重効果が期待される。

※ 上記のほか「市民の健康づくりについ 
て」「市民生活の利便性について」「子
育て支援について」 の質問がありまし
た。

東　健而 議員浅利 竹二郎 議員鎌田 ちよ子 議員

●質問　現在、中国食材の
問題が起こっている。子
ども達の安全・安心が危惧されているこ
とから、市内小・中学校の給食で使用さ
れている食材の、国産品、輸入品、地元
食材の割合はどうなっているのか。また、
給食１食あたりの単価はいくらか。

●答弁　市内小・中学校の食材は、国
産品 83％、輸入品 17％で、そのうち
青森県産品が、使用量ベースで 59％、
415.8 トンである。

　給食メニューの多様化などで、材料の
一部は輸入品に頼らざるを得ないが、
検疫所や保健所で審査や検査を行って
おり、一定の安全性が担保されている。
また、給食の単価は１食あたり 300 円
前後となっている。

※上記のほか「保健・福祉行政について」
の質問がありました。

●質問　公共施設等総合管
理計画策定の意義・目的・
進捗状況は。

●答弁　厳しい財政状況が続く中での公
共施設の老朽化問題への計画的アプ
ローチであり、現在、ワーキンググルー
プにおいて現状把握を第一義にデータ
の収集、分析を行い、特に公共建築物
を対象に検討を進めている。

●質問　策定にあたり困難な点は、また、
これまでの各施設管理はどうであったか。

●答弁　現状では各所管部署が管理して
おり、利用状況や老朽化の度合いを一
元的に把握することが難しかった。来
年度からは施設経営室を設置し、体制
強化を図り、道路や橋梁なども含め平
成 28 年度を目途に計画を策定する。

※上記のほか「むつ市総合戦略（成長戦略）
の策定について」 の質問がありました。

●質問　介護保険制度改正によ
る総合事業への移行時期と
利用料やサービス内容等に変更はあるのか。

●答弁　移行は平成 29 年度で、現行のサービ
ス内容のまま継続したいと考えているが、利
用者や事業者が混乱しないよう進めていく。

●質問　メリットとデメリットは。
●答弁　事業者が増えればサービスの選択肢が増
え、基準が緩和された場合は自己負担が少なく
なるなどのメリットがあるが、利用単価を下げ
た場合、事業者が減収となる可能性がある。

●質問　認知症に対する取り組みは。
●答弁　介護予防講演会や認知症サポーター
養成講座等の実施に加え、認知症の方やご
家族を支援する相談業務を行う「認知症地域
支援推進員」の配置を検討している。

※上記のほか「市政運営について」「避難対策
について」 「敬老会について」「民生委員に
ついて」の質問がありました。

佐賀 英生 議員中村 正志 議員目時 睦男 議員

●質問　市税の納付にクレジット収納を導入すべき。
●答弁　クレジット収納に係る手数料は、市で
負担している口座振替やコンビニエンススト
アでの収納に係る手数料より高いものの、そ
の重要性は認識しており、今後検討していきたい。

●質問　税の平等性 ･公平性からも都市計画税の課税を見直すべき。
●答弁　当市はインフラ整備が遅れており、今後も都市計画事
業を進めていかなければならない現状にある。受益と負担の
整合性、財源対策等を総合的に勘案し慎重に進めていきたい。

●質問　商業施設などへの期日前投票所の設置について。
●答弁　場所の選定や２重投票の防止などの課題も多いが１つ
１つ整理し実現に向け研究していく。

※上記のほか「人口減少と将来のまちづくりについて」 の質問が
ありました。

白井 二郎 議員　第２回 むつ市議会議会報告会 および
　　市民との意見交換会を開催します！

～５月 28日（木）・６月１日（月）市内８会場で開催予定～

　昨年７月の開催以来、２度目の開催となります。
　今回は第 223回定例会での審議内容のほか、平成 27年
度の予算審議内容を中心に、市民のみなさまとの意見交換
を行います。
　詳細はむつ市議会ホームページをご覧になるか、５月25
日発行の「広報むつ」でお知らせする予定です。

一般質問一般質問 このページでは一般質問の内容を一部要約してご紹介します。(議員が作成した原稿により掲載しています。)3 月 6日、9日、10日、11日の４日間で、15人の議員が一般質問を行いました。

議会だより
２０１５．４．２４

議会だより
２０１５．４．２４
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【
総
務
教
育
常
任
委
員
会
】

○
３
月
12
日
付
託
議
案
審
査

　

総
務
教
育
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
13
議

案
に
つ
い
て
関
係
部
長
等
の
出
席
を
求
め
審
査

を
行
い
、
議
案
第
９
号
む
つ
市
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
議

案
第
10
号
む
つ
市
職
員
の
給
与
の
特
例
に
関
す

る
条
例
の
２
議
案
に
つ
い
て
は
、
反
対
討
論
が

あ
っ
た
が
、
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
、
ほ
か
11
議
案
に
つ
い

て
は
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
た
。

（
委
員
会
審
査
に
お
け
る
主
な
る
質
疑
）

・
議
案
第
２
号 

む
つ
市
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

基
金
条
例

Ｑ
寄
附
者
へ
の
お
礼
と
し
て
贈
る
地
元
特
産
品

の
数
と
金
額
に
つ
い
て
、
ま
た
、
寄
附
を
さ
れ

た
方
に
特
産
品
を
贈
る
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
現
在
、
陸
奥
湾
産
活
ホ
タ
テ
な
ど
９
品
目
、
金

額
は
送
料
込
み
で
約
５
０
０
０
円
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
寄
附
を
さ
れ
る
方
も
特
産
品
を
重

視
し
な
が
ら
自
治
体
を
選
ぶ
方
も
多
く
、
今
後

も
地
元
特
産
品
の
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
。

・
議
案
第
10
号 

む
つ
市
職
員
の
給
与
の
特
例
に

関
す
る
条
例

Ｑ
３
パ
ー
セ
ン
ト
減
額
す
る
以
前
に
や
る
べ
き
こ

と
は
あ
る
と
思
う
が
、
部
署
の
人
員
の
見
直
し

等
の
議
論
は
あ
っ
た
の
か
。

Ａ
現
在
、
市
で
策
定
し
て
い
る
定
員
適
正
化
計
画
か

ら
し
て
も
計
画
を
上
回
る
職
員
数
の
削
減
な
ど

を
行
っ
て
お
り
、
人
件
費
の
抑
制
、
行
財
政
改
革

に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
27
年
度
に
お
い
て

も
組
織
等
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、

こ
れ
以
上
の
職
員
数
の
削
減
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
へ

影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
考
え
て
い
る
。

【
産
業
建
設
常
任
委
員
会
】

○
３
月
12
日
付
託
議
案
審
査

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
６
議

案
に
つ
い
て
関
係
部
長
等
の
出
席
を
求
め
審
査

を
行
い
、
６
議
案
全
て
に
つ
い
て
全
会
一
致
で

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

（
委
員
会
審
査
に
お
け
る
主
な
る
質
疑
）

・
議
案
第
６
号 

む
つ
市
大
湊
展
望
台
条
例

Ｑ
観
光
施
設
と
し
て
午
前
10
時
の
開
館
は
遅
い

の
で
は
な
い
か
。

Ａ
同
時
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
い
る
「
北
の
防
人
大

湊
安
渡
館
」と
一
体
で
管
理
す
る
た
め
開
館
時
間

を
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
観
光
客
等
の

動
向
を
把
握
し
た
う
え
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

・
議
案
第
22
号 

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
都
市
計

画
道
路
横
迎
町
中
央
２
号
線
の
道
路
用
地
を

取
得
す
る
た
め
の
も
の
）

Ｑ
完
成
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
お
よ
び
未
取
得
部

分
の
地
権
者
数
に
つ
い
て
。

Ａ
平
成
29
年
度
を
め
ど
に
用
地
補
償
等
を
進
め
て

い
き
、
工
事
に
つ
い
て
は
、
第
１
工
区
を
平
成
28

年
度
お
よ
び
平
成
29
年
度
で
、
第
２
工
区
を
平

成
30
年
度
お
よ
び
平
成
31
年
度
で
施
工
す
る
予

定
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
未
取
得
部
分
の
地
権

者
数
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
用
地
が
確
定
し

て
い
る
部
分
が
３
名
、
用
地
が
確
定
し
て
い
な

い
部
分
で
は
お
お
よ
そ
33
名
と
見
込
ん
で
い
る
。

【
そ
の
他
の
活
動
】

○
所
管
事
務
調
査

・
む
つ
市
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
「
北
の
防
人
大
湊

安
渡
館
」の
開
館
に
向
け

た
準
備
状
況
に
つ
い
て

※
現
地
調
査

・
新
規
就
農
者
の
現
状
と
今

後
の
方
向
性
に
つ
い
て

【
民
生
福
祉
常
任
委
員
会
】

○
３
月
12
日
付
託
議
案
審
査

　

民
生
福
祉
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
９
議

案
・
１
報
告
に
つ
い
て
関
係
部
長
等
の
出
席
を

求
め
審
査
を
行
い
、
議
案
第
12
号
む
つ
市
介
護

保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

は
異
議
が
あ
っ
た
が
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
、
ほ
か
８
議
案
・

１
報
告
に
つ
い
て
は
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お

り
可
決
・
承
認
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

（
委
員
会
審
査
に
お
け
る
主
な
る
質
疑
）

・
議
案
第
５
号 

む
つ
市
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
条
例

Ｑ
相
当
な
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
開
所
当
初
の
対

応
と
事
故
や
苦
情
等
に
対
応
す
る
窓
口
に
つ

い
て
。

Ａ
開
所
か
ら
１
か
月
程
度
の
、
特
に
土
、
日
曜

日
に
は
相
当
な
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
と
考
え

て
い
る
の
で
、
中
心
と
な
る
３
名
の
職
員
以

外
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
配
置
や
、
応
援
職
員

の
派
遣
も
含
め
て
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
苦
情
等
の
窓
口
に
つ
い

て
は
、
正
保
育
士
を
館
長
的
立
場
で
配
置
す

る
こ
と
で
、
責
任
を
も
っ
た
対
応
が
で
き
る
。

・
議
案
第
12
号 

む
つ
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

Ｑ
低
所
得
者
層
へ
の
軽
減
対
策
は
。

Ａ
３
月
末
に
政
令
改
正
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
政
令
の
公
布
後
に
第
１
段
階
の
保
険
料

月
額
を
３
０
０
０
円
か
ら
２
７
０
０
円
に
引

き
下
げ
る
予
定
と
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
活
動
】

○
所
管
事
務
調
査

　

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
に
つ
い
て

常任委員会活動報告各常任委員会での審査内容や委員会の活動についてご紹介します。

※議会だよりでお知らせした内容の詳細については、今後ホームページ等で公表される会議録をご覧ください。

　
編
集
後
記

　

昨
年
９
月
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
」

で
、
地
方
議
会
不
要
論
が
６
割
に
ま
で
達
し
た

と
触
れ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
の
首
長
制

度
は
制
限
の
強
い
制
度
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

近
年
の
地
方
分
権
改
革
の
進
展
に
伴
い
、
住
民

自
治
に
よ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
統
治
）強
化
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
は
首
長
と
は
別
の

選
挙
制
度
で
選
ば
れ
る
合
議
体
で
あ
る
議
会
の

機
能
強
化
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

む
つ
市
議
会
で
は
、
市
民
に
信
頼
さ
れ
た
活

動
力
と
創
造
力
の
あ
る
議
会
を
築
く
た
め
、
平

成
25
年
６
月
に
議
会
基
本
条
例
を
制
定
し
、
積

極
的
な
情
報
発
信
と
公
開
、
市
民
参
加
の
推
進

等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
こ
の
度
、
議
会
だ
よ
り

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
と
も

紙
面
の
編
集
に
改
良
を
加
え
て
、
よ
り
わ
か
り

や
す
い
充
実
し
た
議
会
だ
よ
り
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　1995年 8月13日にアメリカ合衆国ワシントン州ポート・

エンジェルス市とむつ市が姉妹都市を盟約締結しました。

　その20周年記念を祝うため5月14日（木）から17日（月）

までの日程で、ポート・エンジェルス市からの訪問団がむ

つ市に滞在します。訪問団のメンバーのDan Di Guilio 市長

夫妻、前市長のCheri Kiddさんにとって初めての来市とな

りますが、他のメンバーは、ずっと姉妹都市交流に関わり、

何度もむつ市に来たことがあるメ

ンバーです。今回はそのメンバー

を少し紹介したいと思います。

　まずは70代の Barbara Bentley

さんです。Barbara さんの旦那様

David さんは、姉妹都市になる前

の1991年に初めてむつ市の市民

親善大使がポート・エンジェルス

市を訪れた際、ホストファミリー

になってくれた方です。また、む

つ国際交流協会（MIRA）の姉妹団体である半島国際交流協会

（Peninsula International Relations Association ‒ PIRA）の初代

会長になり、むつ市から訪問した際に必ず誰かのホストファ

ミリーになってくれたり、他のホストファミリーを探す役割

を果たしていました。そのほかにも、PIRAでのウェルカム

パーティーを開催したり、市内観光に連れていってくれたり、

とにかくいつも優しい笑顔で迎えてくれました。特に杉山

市長とは親しかったのですが、皮肉なことにお二人は同じ

2007 年に亡くなられました。「夫David が心から愛してい

たむつ市に健康なうちにもう一度だけ訪れたい」ということ

で、Barbara さんが今回来ることになりました。

　その次に紹介したいのは、PIRAの現会長であるTad Price

さんと元会長のCindy Sofi eです。PIRAの会長や役員として、

Davidさんが亡くなられた後、姉妹都市交流を必死に続けて

きた２人です。何度もむつ市に来たことがあり、Tadさんは

ジョークがとても面白くてダンディな男性で、大人同士の

交流をいつも盛り上げてくれています。Cindy さんはみんな

amy's  essay ～エイミーのヨモヤマ話～
国際交流推進員 山道エイミー

の「お母さん」という感じの人で、来訪する際には100人分

の手作りのお土産を必ず持ってきて、会う人１人ひとりに

手土産を渡し、心からむつ市民との交流を楽しんでいます。

　それから田名部高校と姉妹校であるポート・エンジェル

ス高校を去年退職したDonna Moreau 先生です。Donna 先生

は毎年10月に田名部高校の英語科の修学旅行の際、ポート・

エンジェルス市で田名部高校の生徒を10年以上迎えてくれ

ています。田名部高校の先生から

は「Donna 先生は英語科のみんなの

お母さん」と言われています。

　最後にむつ市で長期滞在したこ

とがある元ALTの Amy Mattie さ

んとポート・エンジェルス市の小

学校教師のLucy Edwards さんを紹

介します。Amy Mattie さんは中学

生の頃、引率のCindy Sofie さんと

一緒にポート・エンジェルス市か

らの初めての学生の訪問団としてむつ市を訪れ、むつ市が

大好きになったそうです。それから2007年 8月～ 2008年

8月まで1年間、市内の中学校を回るALTとして働き、そ

の後も4～ 5回はむつ市を訪れています。Lucy Edwards さ

んは長女 Erin さんが幼児のとき、むつ市に数か月滞在し、

Erin さんを田名部カトリック幼稚園に通わせていました。去

年、中学生になったErin さんが所属しているソフトボール

チームの引率者としてむつ市を訪れましたが、今回はポー

ト・エンジェルス市教育委員会の代表として訪れます。

　その他に何度もアメリカでホストファミリーをしてくれた

ことがあるポート・エンジェルス高校のMatt Groves くんと

Alyssa Wetzler さん、美男と美女の高校生が来てくれます。

　今回の訪問団のメンバーは、最高に優しい、出会うべき

アメリカ人です。今まで姉妹都市交流に関わったことある

人はもちろん、初めての人も温かくむつ市にお迎えし、一

緒に姉妹都市盟約締結20周年を楽しく祝いましょう。

姉妹都市訪問団

ご意見・ご感想はこちらまで

むつ市議会広報広聴委員会（議会事務局内）
〒035-8686　青森県むつ市中央一丁目８番１号
　　　　　　　　　　　　　　0175-22-1111
【広報広聴委員会　委員名簿】
◎委員長　中村 正志　○副委員長　上路 德昭
　目時 睦男、佐賀 英生、濵田 栄子
　富岡 　修、菊池 光弘、岡崎 健吾

【むつ市議会ホームページ】
 H http://www.city.mutsu.lg.jp
　　　　のバナーから アクセスしてください。

議会だより
２０１５．４．２４

広報むつ
２０１５．４．２４
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市役所
からの

お知らせ
市役所本庁舎
0175-22-1111

川内庁舎
0175-42-2111

大畑庁舎
0175-34-2111

脇野沢庁舎
0175-44-2111

お問合せメール
   Ｅ info@city.mutsu.lg.jp

市ホームページ
    http://www.city.mutsu.lg.jp

市公式フェイスブック
https://www.facebook.com/

mutsu.city

５
月
３
日「
に
っ
ぽ
ん
丸
」寄
港

一
緒
に
お
出
迎
え
し
ま
せ
ん
か

　
商
船
三
井
客
船
株
式
会
社
の
「
に
っ
ぽ

ん
丸
」が
大
湊
港
に
初
寄
港
し
ま
す
。

　

寄
港
中
は
、
運
行
会
社
に
よ
る
オ
プ

シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
が
用
意
さ
れ
、
春
一

色
に
彩
ら
れ
た
む
つ
下
北
の
観
光
と
日

本
一
の
う
ま
い
海
産
物
等
を
堪
能
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
む
つ
市
市
民
協
働
ま
ち
づ
く
り

会
議
（
原
田
敏
匡
会
長
）で
は
、「
に
っ
ぽ
ん

丸
」か
ら
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
に
出
発
す

る
バ
ス
を
大
平
岸
壁
の
沿
道
で
ム
チ
ュ
ラ

ン
の
小
旗
を
振
っ
て
お
出
迎
え
し
ま
す
！

　

み
な
さ
ん
一
緒
に
お
出
迎
え
し
ま
せ

ん
か
？　

雨
天
決
行
で
す
。

〈
い
つ
〉５
月
３
日（
日
）

午
前
８
時
30
分
集
合

〈
ど
こ
で
〉克
雪
ド
ー
ム
海
側
集
合

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ム
チ
ュ
ラ
ン
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
イ
ラ
ス
ト
の
画

像
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
、
印
刷
し
て
割
り
箸
等
に
は
さ
ん
で

お
使
い
く
だ
さ
い
。

問 

市
民
連
携
課
連
携
担
当

（
む
つ
市
市
民
協
働
ま
ち
づ
く
り
会
議
事
務
局
）


22

－

１
１
１
１
内
線
２
１
５
２

市
民
協
働
ま
ち
づ
く
り
会
議

委
員
募
集

　

市
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
市
民
の

方
々
で
構
成
す
る
市
民
協
働
ま
ち
づ
く

り
会
議
を
設
置
し
、
市
民
協
働
参
画
の

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

　

昨
年
度
か
ら
は
第
２
次
市
民
協
働
ま

ち
づ
く
り
会
議
が
ス
タ
ー
ト
し
、
１
年
間

活
動
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
委
員
１

名
が
欠
員
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

〈
応
募
期
日
〉５
月
15
日（
金
）

〈
ど
ん
な
〉

市
民
協
働
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

に
向
け
て
、
調
査
・
研
究
等

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

約
８
億
８
１
２
０
万
円
発
行

　

市
で
は
、
国
の
「
地
域
住
民
生
活
等
緊

急
支
援
の
た
め
の
交
付
金
」を
活
用
し
、

む
つ
商
工
会
議
所
、
む
つ
市
川
内
町
商

工
会
、
大
畑
町
商
工
会
が
実
施
す
る
プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
発
行
に
支
援

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

商
品
券
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
商
工
会
議

所
、
商
工
会
で
独
自
に
発
行
し
ま
す
の

で
、
販
売
時
期
や
販
売
方
法
、
使
え
る

お
店
等
も
異
な
り
ま
す
。

【
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
概
要
】

〈
発
行
総
額（
む
つ
市
全
体
）〉

約
８
億
８
１
２
０
万
円

〈
プ
レ
ミ
ア
ム
率
〉　

・
む
つ
商
工
会
議
所
20
％

（
１
万
円
で
１
万
２
０
０
０
円
分
の
商
品
券
）

・
む
つ
市
川
内
町
商
工
会
・
大
畑
町
商
工
会
30
％

（
１
万
円
で
１
万
３
０
０
０
円
分
の
商
品
券
）

　

１
人
３
セ
ッ
ト
ま
で
購
入
で
き
、
７
月

か
ら
８
月
の
発
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
６
月
号
で
知
ら
せ
し
ま
す
。

問 

商
工
観
光
課
商
工
労
政
担
当


22

－

１
１
１
１
内
線
２
６
４
３

『
通
学
路
等
見
守
り
隊
』募
集

　

毎
年
、
小
学
生
、
中
学
生
の
声
が
け

事
犯
等
が
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
下
校
時
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
下
校
時
に
重
点
を
お
い
た
見

守
り
活
動
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
る
３
人

以
上
の
団
体
を
募
集
し
、
そ
の
団
体
に

は
『
見
守
り
隊
ベ
ス
ト
』を
お
貸
し
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
が
巻
き
込
ま
れ
る
事
件
を

防
ぐ
に
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
目
で

子
ど
も
達
を
見
守
り
、
声
が
け
を
す
る

こ
と
が
一
番
の
抑
止
力
と
な
り
ま
す
の

で
、
み
ん
な
で
子
ど
も
の
安
全
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

〈
申
込
方
法
〉

　
申
請
用
紙
（
担
当
課
窓
口
に
備
付
け
）と

活
動
計
画
表
等
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
ベ
ス
ト
の
枚

数
を
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問 

児
童
家
庭
課
青
少
年
社
会
担
当


22

－

１
１
１
１
内
線
２
５
１
１

　
各
庁
舎
市
民
福
祉
課
　

i
information

 4 月1日現在 人口・世帯数

 ※住民基本台帳による

お 
知 

ら 

せ

　　問合先・申込先　　ファックス　　ホームページ　　ＥメールＥH問 F

市からのお知らせをお伝えします。
催し物などは、イベント情報に掲載しています。

　

・
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て

　

・
む
つ
市
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

　

・
ブ
ッ
ク
コ
ー
ト
講
習
会

問 

政
策
推
進
課
広
報
担
当


22

－

１
１
１
１
内
線
２
１
５
５

水
道
の
世
界
を
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か

『
水
道
施
設
見
学
会
』参
加
者
募
集

　

毎
年
６
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は
「
水

道
週
間
」で
す
。
水
道
は
、
生
命
の
源
で

あ
り
、
健
康
で
快
適
な
生
活
を
支
え
る

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
す
。

　

「
水
道
週
間
」と
は
、
国
民
の
み
な
さ

ま
に
水
道
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
関

心
を
高
め
て
も
ら
い
、
公
衆
衛
生
の
向

上
と
生
活
環
境
の
改
善
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
制
定
さ
れ
た
期
間
で
す
。

　

公
営
企
業
局
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
ひ
と

つ
と
し
て
水
道
施
設
の
見
学
会
を
開
催

し
ま
す
。
日
ご
ろ
目
に
す
る
こ
と
の
な
い

水
道
施
設
で
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉６
月
７
日（
日
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
１
時

〈
定
員
・
参
加
費
〉25
名
・
無
料

〈
申
込
締
切
〉５
月
29
日（
金
）

〈
見
学
コ
ー
ス
〉（
予
定
）

・
上
水
道
管
理
セ
ン
タ
ー
集
合

・
む
つ
下
水
浄
化
セ
ン
タ
ー

・
田
名
部
浄
水
場

・
緊
急
貯
水
槽

・
む
つ
来
さ
ま
い
館（
習
字
・
図
画
作
品
展
）

・
上
水
道
管
理
セ
ン
タ
ー

（
集
中
監
視
設
備
等
）

※
見
学
会
終
了
後
、
昼
食
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

※
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
５
月
25

日
（
月
）発
行
予
定
の
「
む
つ
市
水
道
だ
よ
り

第
70
号
」で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問 

公
営
企
業
局
総
務
課

28

－

４
４
５
５

保
育
料
夜
間
・
休
日
窓
口
開
設

５
月
11
日
〜
17
日

　

保
育
料
の
お
支
払
い
は
お
済
み
で
す

か
？ 

市
で
は
、
５
月
11
日
（
月
）か
ら

17
日
（
日
）ま
で
の
期
間
、
平
日
の
窓
口

業
務
に
加
え
、
夜
間
や
休
日
に
窓
口
を

開
設
し
て
、
保
育
料
の
納
付
相
談
と
納

付
受
付
を
行
い
ま
す
。
仕
事
等
で
日
中

の
お
支
払
い
が
難
し
い
方
は
、
ぜ
ひ
こ

の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
納
付
書
を
紛
失
し
た
場
合
は

す
ぐ
に
再
発
行
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
な
お
、
保
育
料
の
納
付
に
は
、

便
利
な
口
座
振
替
の
方
法
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

○
夜
間
窓
口

〈
い
つ
〉５
月
11
日（
月
） 

〜
15
日（
金
）　

　
午
後
５
時
15
分
〜
７
時

○
休
日
窓
口

〈
い
つ
〉５
月
16
日（
土
）・
17
日（
日
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

問 

児
童
家
庭
課
保
育
担
当


22

－

１
１
１
１
内
線
２
５
２
２

〈
任
期
〉平
成
28
年
３
月
末
日
ま
で

〈
募
集
人
員
〉１
名

応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
会
議
に
出
席
さ
れ

る
際
は
、
市
の
条
例
に
基
づ
く
報
酬

と
費
用
弁
償
を
支
給
し
ま
す
。

※
募
集
要
件
・
応
募
方
法
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問 

市
民
連
携
課
連
携
担
当


22

－

１
１
１
１
内
線
２
１
５
２

む
つ
市
の
う
ま
い
は
日
本
一
！
ｉｎ
亀
戸

〝
む
つ
と
の
遭
遇
〞開
催

〈
い
つ
〉

　
５
月
31
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
４
時

〈
ど
こ
で
〉東
京
都
江
東
区
亀
戸

「
亀
戸
香
取
勝
運
商
店
街
」

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま

す
。

問 

産
業
創
造
課


22

－
１
１
１
１
内
線
２
６
１
２

出
前
講
座
好
評
受
付
中

　

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ま
主
催
の
集

会
等
に
市
職
員
が
出
向
い
て
、
市
政
に
関

す
る
事
項
を
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
す
る

『
出
前
講
座
』を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
市
政
全
般
か
ら
身
近
な
暮
ら

し
に
関
す
る
こ
と
の
講
座
を
ご
用
意
し
ま

し
た
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
ど
ん
な
〉

　

・
統
計
調
査
に
つ
い
て

　

・
む
つ
市
長
期
総
合
計
画
に
つ
い
て

　

・
市
民
協
働
参
画
に
つ
い
て　

　

・
ご
近
所
知
恵
だ
し
会
議
に
つ
い
て

　

・
電
源
三
法
交
付
金
制
度
に
つ
い
て

　

・
む
つ
市
の
財
政
に
つ
い
て

　

・『
男
女
共
同
参
画
』に
つ
い
て

　

・
む
つ
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

　

・
市
税
に
つ
い
て

　

・
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

　

・
災
害
と
住
民
避
難
に
つ
い
て

　

・
中
間
貯
蔵
施
設
に
つ
い
て

　

・
環
境
放
射
線
等
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
つ
い
て

　

・
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て

　

・
ご
み
の
減
量
に
つ
い
て

　

・【N
E
W

】地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

　

・
国
民
健
康
保
険
制
度
の
概
要
に
つ
い
て

　

・
介
護
予
防
事
業
に
つ
い
て

　

・
高
齢
者
の
権
利
擁
護
に
つ
い
て

　

・
高
齢
者
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　

・
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

　

・
特
定
健
診
、
特
定
保
健
指
導
に
つ
い
て

　

・
予
防
接
種
を
受
け
る
に
あ
た
っ
て

　

・
若
い
世
代
の
健
康
づ
く
り

　

・
私
た
ち
の
健
康
づ
く
り

　

・『
食
育
』を
す
す
め
よ
う
！

　

・
生
活
保
護
制
度
に
つ
い
て

　

・『
む
つ
市
の
う
ま
い
は
日
本
一
！
』

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

　

・【N
E
W

】新
規
就
農
支
援
事
業
に
つ
い
て

　

・
下
北
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
に
つ
い
て

　

・
就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

選挙民生委員 特集国際交流information 議会だより 図書館相談健康町内会陸奥覧サークル

総人口 60,966 人（－445人）

むつ地区 47,444 人（－371人）

川内地区 4,301人 （－32人）

大畑地区 7,442人 （－34人）

脇野沢地区 1,779人 （－8人）

総世帯数 29,231世帯（－91世帯）
（　 ）内は前月比

広報むつ
２０１５．４．２４

広報むつ
２０１５．４．２４



( 2 4 )( 2 5 )

療
機
関
で
も
受
診
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
、
６
月
頃
、
が

ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
送
予
定

で
す
。
該
当
す
る
方
で
あ
れ
ば
、
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
が
届
く
前
で
も
、
無
料
で

受
診
で
き
ま
す
。

　

お
詫
び
：
４
月
号　

川
内
・
脇
野
沢

地
区
配
布
分
の
健
診
の
折
り
込
み
チ
ラ

シ
の
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
無
料

ク
ー
ポ
ン
対
象
の
生
年
月
日
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
次
の
表
の
と

お
り
で
す
。

問 

健
康
推
進
課
保
健
担
当


22

－

１
１
１
１
内
線
２
５
７
５

市
税
納
付

夜
間
・
休
日
収
納
窓
口
の
お
知
ら
せ

◎
市
税
納
付
夜
間
・
休
日
収
納
窓
口

　

市
で
は
、
毎
月
25
日
か
ら
末
日
ま
で

を
納
税
週
間
と
し
て
平
日
の
窓
口
業
務

に
加
え
、
夜
間
お
よ
び
休
日
に
も
収
納

窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

○
夜
間
窓
口

〈
い
つ
〉５
月
25
日（
月
）
〜
29
日（
金
）

　
午
後
５
時
15
分
〜
７
時
30
分

〈
開
設
場
所
〉

　
税
務
課
お
よ
び
各
庁
舎
管
理
課

○
休
日
窓
口

〈
い
つ
〉５
月
30
日（
土
）・
31
日（
日
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

〈
開
設
場
所
〉税
務
課

問 

税
務
課
収
納
担
当


22

－

１
１
１
１
内
線
２
２
３
２

春
の
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
実
施

　
５
月
21
日
よ
り
市
内
各
地
を
巡
回

　

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
室
内
犬
や

小
型
犬
を
含
め
た
す
べ
て
の
犬
の
登
録

と
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
内
各
地
を
巡
回
し
、
狂

犬
病
の
予
防
注
射
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
内
の
動
物
病
院
で
も
予
防

注
射
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
細
は
、
送
付
す
る
ハ
ガ
キ
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
当
日
必
要
な
も
の
】

〈
市
へ
の
登
録
が
済
ん
で
い
る
方
〉

・
市
か
ら
送
付
さ
れ
た
ハ
ガ
キ

・
注
射
料
　
３
１
０
０
円
／
１
頭

※
ハ
ガ
キ
が
届
い
て
い
な
い
、
ま
た
は
ハ

ガ
キ
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
当

日
登
録
確
認
を
行
い
ま
す
。

〈
市
へ
の
登
録
が
お
済
み
で
な
い
方
〉

・
登
録
料
　
３
０
０
０
円
／
１
頭

（
登
録
は
１
回
）

・
注
射
料
　
３
１
０
０
円
／
１
頭

※
当
日
、
会
場
で
登
録
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

〈
主
な
接
種
場
所
〉

〇
む
つ
地
区
　
６
月
７
日（
日
）

　
・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
桜
木
園
横

　
　
　
午
前
９
時
〜
９
時
15
分

　
・
む
つ
保
健
所
前

　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
10
時
15
分

　
・
む
つ
運
動
公
園
駐
車
場

　
　
　
午
前
10
時
25
分
〜
11
時
25
分

　
・
む
つ
来
さ
ま
い
館
脇（
旧
田
名
部
駅
側
）

　
　
　
午
後
１
時
〜
１
時
55
分

　
・
昭
和
町
Ｂ
集
会
所
前

　
　
　
午
後
２
時
５
分
〜
２
時
20
分

　
・
旧
む
つ
市
役
所
前

　
　
　
午
後
２
時
30
分
〜
３
時
５
分

○
川
内
地
区
　
６
月
５
日（
金
）

　
・
川
内
庁
舎
前

　
　
　
午
後
０
時
25
分
〜
０
時
45
分

○
大
畑
地
区
　
６
月
９
日（
火
）

　
・
大
畑
公
民
館
前

　
　
　
午
前
11
時
20
分
〜
11
時
40
分

○
脇
野
沢
地
区
　
５
月
21
日（
木
）

　
・
脇
野
沢
庁
舎
前

　
　
　
午
前
11
時
25
分
〜
正
午

問 

環
境
政
策
課
環
境
衛
生
担
当


22

－

１
１
１
１
内
線
２
４
５
３

　
各
庁
舎
市
民
福
祉
課

が
ん
検
診
申
込
み
受
付
中

　

が
ん
検
診
の
詳
し
い
内
容
や
料
金
等

は
、
平
成
27
年
度
健
康
づ
く
り
カ
レ
ン

ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

次
の
表
の
生
年
月
日
に
該
当
す
る
方

は
、
市
で
実
施
し
て
い
る
集
団
の
が
ん

検
診
を
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

子
宮
頸
が
ん
検
診
は
７
月
か
ら
市
内
医

軽
自
動
車
税
の
お
知
ら
せ

○
軽
自
動
車
税
納
期
限
は
６
月
１
日

　

５
月
上
旬
に
納
税
通
知
書
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
お
確
か
め
の
う
え
、
納
期

限
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
口
座
振
替
や
納
税
貯
蓄
組
合

に
よ
る
納
付
を
ご
利
用
の
方
は
、
納
付

の
ご
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
納
付
の
方
に
は
、

軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書
（
継
続
検
査

用
）を
対
象
の
車
種
の
み
６
月
中
旬
頃
に

送
付
し
ま
す
。

○
軽
自
動
車
税

 

減
免
申
請
を
お
忘
れ
な
く

　

平
成
27
年
度
の
軽
自
動
車
税
に
つ
い

て
、
身
体
障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
が
軽
自
動
車
を
使
用
す
る

場
合
、
ま
た
は
生
計
を
一
に
す
る
方
が

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
の
通
院

や
通
学
等
の
た
め
に
軽
自
動
車
を
使
用

し
て
い
る
場
合
に
は
、
軽
自
動
車
税
が

減
免
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
障
害
の
程
度
に
つ
い
て

は
次
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
愛
護
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、

障
害
の
程
度
が
「
Ａ
」の
場
合
、
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、

手
帳
に
「
通
院
医
療
費
受
給
者
番
号
」が

記
載
さ
れ
、
1
級
の
障
害
を
有
す
る
場

合
、
減
免
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
減
免
申
請
に
つ
い
て
】

　

軽
自
動
車
税
の
減
免
の
申
請
期
限
は

５
月
25
日（
月
）ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

減
免
申
請
書
は
市
税
務
課
、
各
庁
舎

管
理
課
に
て
配
布
し
て
い
ま
す
。
新
規

に
申
請
さ
れ
る
方
も
、
継
続
し
て
減
免

の
申
請
を
さ
れ
る
方
も
、
申
請
期
限
ま

で
に
必
要
な
書
類
を
ご
確
認
の
う
え
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
申
請
に
必
要
な
書
類
等
〉

・
身
体
障
害
者
手
帳
等

・
運
転
免
許
証

（
自
動
車
を
運
転
す
る
方
の
運
転
免
許
証
）

・
自
動
車
検
査
証　

・
印
鑑

（
・
生
計
同
一
証
明
書
等
）

※
カ
ッ
コ
内
は
、
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方
と
生
計
を
一
に
し
て
い
る

方
等
が
軽
自
動
車
を
運
転
す
る
場
合

※
「
生
計
を
一
に
す
る
方
」と
は
、
身
体
障

害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
と
継
続
的
に
日
常
生
活
の
糧
を
共
通

に
し
て
い
る
親
族
な
ど
の
方
を
い
い
ま

す
。
生
計
を
一
に
す
る
方
が
運
転
さ
れ

る
場
合
は
生
計
同
一
証
明
書
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

※
減
免
の
対
象
と
な
る
軽
自
動
車
は
、
普

通
自
動
車
を
含
め
、
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
１
人
に
つ
き
１
台
に
限
ら

れ
ま
す
。
ま
た
営
業
用
の
軽
自
動
車
は

減
免
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て

は
下
北
地
域
県
民
局
県
税
部
納
税
管
理

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　問合先・申込先　　ファックス　　ホームページ　　ＥメールＥH問 F

市からのお知らせをお伝えします。
催し物などは、イベント情報に掲載しています。

【対象となる方（障害の程度）】
●身体障害者手帳をお持ちの方

障害の区分 1級 2級 3級 4級 5級 6級

視覚障害

聴覚障害

平衡機能障害

音声機能障害（※）

上肢不自由（※）

下肢不自由（※）

体幹不自由

乳幼児期以前の非進行性脳病変
による上肢機能障害（※）
乳幼児期以前の非進行性脳病変
による移動機能障害（※）
心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう・
直腸・小腸の機能障害
ヒト免疫不全ウイルスによ
る免疫機能障害
肝臓機能障害

●戦傷病者手帳をお持ちの方

障害の区分 特別
項症

第1
項症

第 2
項症

第 3
項症

第 4
項症

第 5
項症

第 6
項症

第1～ 3
款症

視覚障害

聴覚障害

平衡機能障害

音声機能障害（※）

上肢不自由

下肢不自由

体幹不自由

乳幼児期以前の非進行性脳病
変による上肢機能障害
乳幼児期以前の非進行性脳病
変による移動機能障害
心臓・じん臓・呼吸器・ぼう
こう・直腸・小腸の機能障害
ヒト免疫不全ウイルスに
よる免疫機能障害
肝臓機能障害

： 減免の対象

： 手帳の交付を受けた方本人が所有する車を本人が運転する場合に限り対象

： 減免の対象となりません

（※）一部制限がありますので、お問い合わせください。

がん検診種類 生年月日
子宮頸がん
( ただし、H22～ H26に
市の子宮頸がん検診を受
診した方を除く)

平成  4 年 4月2日～平成  5 年 4月1日

昭和62年 4月2日～昭和63年 4月1日

昭和57年 4月2日～昭和58年 4月1日

昭和52年 4月2日～昭和53年 4月1日

乳がん
( ただし、H22～ H26に
市の乳がん検診を受診し
た方を除く)

昭和 47年 4月2日～昭和48年 4月1日

昭和 42年 4月2日～昭和43年 4月1日

昭和37年 4月2日～昭和38年 4月1日

昭和32年 4月2日～昭和33年 4月1日

胃・大腸・肺がん・子宮
頸がん・乳がん

昭和49年 4月2日～昭和50年 4月1日

大腸がん

昭和44年 4月2日～昭和45年 4月1日

昭和39年 4月2日～昭和40年 4月1日

昭和34年 4月2日～昭和35年 4月1日

昭和29年 4月2日～昭和30年 4月1日

選挙民生委員 特集国際交流information 議会だより 図書館相談健康町内会陸奥覧サークル

広報むつ
２０１５．４．２４

広報むつ
２０１５．４．２４



( 2 6 )( 2 7 )

　
・
施
設
見
学（
青
森
市
）

⑤
９
月
24
日（
木
）・
生
活

⑥
10
月
22
日（
木
）・
歴
史

⑦
11
月
19
日（
木
）・
生
物

⑧
12
月
３
日（
木
）・
神
道
文
化

⑨
１
月（
木
）・
未
定

⑩
２
月（
木
）・
閉
講
式
記
念
講
演

時
間
は
施
設
見
学
を
除
き
午
後
１
時
30

分
か
ら
２
時
間
程
度

問 

中
央
公
民
館 


24

－

１
２
２
４

◎【
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
】

　

お
電
話
の
み
で
の
受
付
と
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〇
む
つ
地
区

初
心
者
向
け
〜
着
付
け
・
茶
道
教
室
〜

〈
い
つ
〉

６
月
３
日
か
ら
７
月
１
日
ま
で
の
水
曜

日
・
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

〈
ど
ん
な
〉

初
め
て
の
方
で
も
安
心
し
て
着
物
を
着

て
茶
道
を
楽
し
め
る講

師 

工
藤 

安
子 

氏

〈
定
員
・
教
材
費
〉20
名
・
５
０
０
円

〈
準
備
す
る
も
の
〉

　
ゆ
か
た
・
衿
芯
・
伊
達
〆
２
本
・
襦
袢
・

帯
枕
・
腰
ヒ
モ
３
〜
４
本
・
肌
着
・
帯
揚
・

コ
ー
リ
ン
グ
ベ
ル
ト
１
〜
２
本
・
足
袋
・

帯
〆
・
タ
オ
ル
２
〜
３
枚
（
ま
た
は
補

整
下
着
等
）

〈
受
付
開
始
〉

　
５
月
７
日（
木
）午
前
８
時
30
分
か
ら

〈
今
後
の
開
催
予
定
〉

自
然
、
着
付
け
、
ジ
オ
パ
ー
ク
、
Ｉ
Ｔ
、

問 

税
務
課
市
民
税
担
当


22

－

１
１
１
１
内
線
２
２
１
２

　 

下
北
地
域
県
民
局
県
税
部
納
税
管
理
課


22

－

８
５
８
１
内
線
２
１
０

松
く
い
虫 

ナ
ラ
枯
れ
被
害
の
予
防

　

松
く
い
虫
被
害
は
、
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ

ン
チ
ュ
ウ
と
い
う
小
さ
な
線
虫
が
マ
ツ

の
木
に
侵
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
マ

ツ
が
枯
れ
て
し
ま
う
伝
染
病
の
こ
と
で

す
。
ま
た
、
ナ
ラ
枯
れ
被
害
は
、
小
さ

な
昆
虫
が
運
ぶ
ナ
ラ
菌
に
よ
り
、
ミ
ズ

ナ
ラ
や
カ
シ
ワ
な
ど
の
ナ
ラ
類
が
枯
れ

る
伝
染
病
で
す
。
も
し
、
こ
れ
ら
の
被

害
が
、
県
内
に
ま
ん
延
す
る
と
、
農
林

水
産
業
を
は
じ
め
と
す
る
産
業
・
経
済

の
ほ
か
、
本
県
が
誇
る
自
然
景
観
や
観

光
資
源
な
ど
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま

す
。

　

自
宅
の
庭
木
や
街
路
樹
な
ど
、
身
の

回
り
で
枯
れ
て
い
る
、
あ
る
い
は
枯
れ

か
か
っ
て
い
る
マ
ツ
や
ナ
ラ
類
を
見
つ

け
た
と
き
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

市
農
林
畜
産
振
興
課
農
林
担
当


22

－

１
１
１
１
内
線
２
６
２
３

　
下
北
地
域
県
民
局
林
業
振
興
課


22

－

８
５
８
１
内
線
２
８
３

中
央
公
民
館 

平
成
27
年
度

　『
む
つ
市
民
大
学
』受
講
生
募
集

　

日
頃
見
慣
れ
た
町
も
視
点
を
変
え
る

こ
と
で
、
今
ま
で
気
が
つ
か
な
か
っ
た
こ

と
が
見
え
て
き
ま
す
。

　

む
つ
市
民
大
学
は
、
人
と
人
が
連
携
で

き
る
地
域
の
学
び
の
場
と
し
て
、
今
年
度

も
『
い
つ
で
も
・
だ
れ
で
も
参
加
で
き
る
』

多
彩
な
講
座
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

講
座
は
、
講
義
を
中
心
と
し
た
『
公
開

講
座
』と
、
実
習
を
中
心
と
し
た
『
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
』で
構
成
さ
れ
て
い
て
、
受
講
登

録
す
る
こ
と
で
修
了
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
。
み
な
さ
ま
の
受
講
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

◎【
公
開
講
座
】

　

地
域
の
特
色
を
い
か
し
た
講
師
陣
が

そ
ろ
い
ま
し
た
。
受
講
登
録
は
、
各
公

民
館
で
随
時
受
付
中
。
お
電
話
か
窓
口

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に

な
る
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
５
月
21
日（
木
）

　
開
講
式
記
念
講
演

　
　
む
つ
市
長 

宮
下 

宗
一
郎

②
６
月
25
日（
木
）

　
健
康
〜
健
や
か
力
は
和
食
か
ら
〜

東
通
小
学
校 

栄
養
教
諭 

飛
内 

美
津
子 

氏

③
７
月
30
日（
木
）・
ジ
オ
パ
ー
ク

④
８
月
27
日（
木
）午
前
８
時
〜
午
後
５
時

パ
ン
、
郷
土
史
、
文
化
財
、
生
物
、
リ

ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ス
ト
レ
ッ
チ
、
筆
ペ

ン
、
版
画
、
料
理
、
キ
ャ
ン
ド
ル
を
テ
ー

マ
に
開
催
。

※
詳
し
い
内
容
や
募
集
開
始
日
は
順
次
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問 

中
央
公
民
館 


24

－

１
２
２
４

〇
川
内
地
区

〈
今
後
の
開
催
予
定
〉

書
道
、
陶
芸
を
テ
ー
マ
に
開
催
。

詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な

る
か
川
内
公
民
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問 

川
内
公
民
館 


42

－

３
７
０
０

〇
大
畑
地
区

〈
今
後
の
開
催
予
定
〉

大
畑
探
訪
、
陶
芸
教
室
、
健
康
教
室
、

蕎
麦
打
ち
、
べ
こ
も
ち
を
テ
ー
マ
に
開

催
。

詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な

る
か
大
畑
公
民
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問 

大
畑
公
民
館 


34

－

２
３
２
１

〇
脇
野
沢
地
区

〈
今
後
の
開
催
予
定
〉

郷
土
史
、
川
柳
、
健
康
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー

ト
を
テ
ー
マ
に
開
催
。

詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な

る
か
脇
野
沢
公
民
館
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問 

脇
野
沢
公
民
館 


44

－

２
１
１
０

春
の
自
然
観
察
会

森
の
中
で
野
鳥
観
察
し
よ
う

　

待
ち
望
ん
で
い
た
春
が
よ
う
や
く
訪

れ
ま
し
た
。
新
緑
の
森
の
中
や
渓
流
沿

い
を
散
策
し
ま
す
。
野
鳥
や
野
草
な
ど

を
観
察
し
な
が
ら
、
春
を
満
喫
し
ま
せ

ん
か
。

〈
い
つ
〉５
月
24
日（
日
）

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉薬
研
、
奥
薬
研

（
薬
研
渓
流
遊
歩
道
周
辺
）

〈
集
合
場
所
〉

　
薬
研
多
目
的
公
衆
ト
イ
レ
横
駐
車
場

〈
講
師
〉下
北
野
鳥
の
会

〈
定
員
〉20
名

〈
持
ち
物
〉

双
眼
鏡
、
筆
記
用
具
、
長
靴
、
防
寒
具
、

飲
み
物

※
悪
天
候
の
場
合
中
止
と
な
り
ま
す
。

ま
た
当
日
は
、
市
役
所
本
庁
舎
よ
り

バ
ス
が
出
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方

は
お
申
込
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問 

生
涯
学
習
課


22

－

１
１
１
１
内
線
３
１
４
４

み
ど
り
の
さ
き
も
り
館

花
と
み
ど
り
の
講
習
会（
初
心
者
向
け
）

〈
い
つ
〉６
月
４
日（
木
）

　
①
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
②
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

〈
ど
ん
な
〉

基
礎
知
識
を
学
び
、
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス

ケ
ッ
ト
づ
く
り
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

　　問合先・申込先　　ファックス　　ホームページ　　ＥメールＥH問 F

市からのお知らせをお伝えします。
催し物などは、イベント情報に掲載しています。

選挙民生委員 特集国際交流information 議会だより 図書館相談健康町内会

教 

室
・
講 

座

〈
講
師
〉

ハ
ン
ギ
ン
グ
マ
ス
タ
ー
、
グ
リ
ー
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

田
村 

好
子 

氏

〈
定
員
〉各
10
名

〈
参
加
費
〉１
０
０
０
円（
材
料
費
）

〈
持
ち
物
〉

作
業
で
き
る
服
装
、
ゴ
ム
手
袋
、
筆
記

用
具

〈
申
込
方
法
〉

５
月
11
日
〜
20
日
の
間
に
、
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
等
で
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
園
芸
に

関
す
る
質
問
等
が
あ
る
場
合
、
事
前
に

質
問
事
項
を
い
た
だ
け
れ
ば
講
習
会
当

日
に
講
師
が
お
答
え
し
ま
す
。
こ
の
機

会
を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問 

都
市
政
策
課 

み
ど
り
と
景
観
担
当


22

－

１
１
１
１
内
線
２
７
４
１

レ
ッ
ツ
国
際
交
流

エ
イ
ミ
ー
と
気
軽
に
ト
ー
キ
ン
グ

〈
い
つ
・
ど
こ
で
〉

　
○
５
月
11
日 （
月
）・
市
立
図
書
館

　
○
５
月
19
日 （
火
）・
中
央
公
民
館

　
○
５
月
27
日 （
水
）

　
　
・
市
役
所
本
庁
舎（
第
３
会
議
室
）

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら
11

時
30
分
ま
で

問 

企
画
調
整
課
国
際
交
流
担
当


22

－

１
１
１
１
内
線
２
３
１
２

陸奥覧サークル

広報むつ
２０１５．４．２４

広報むつ
２０１５．４．２４
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お年寄り健康

公共情報

　
は
ま
ゆ
り
学
園

〈
応
募
資
格
〉下
北
圏
域
の
社
会
福
祉
法
人

〈
説
明
会
日
時
〉５
月
15
日（
金
）

午
後
１
時
30
分
〜
（
１
時
間
程
度
）

〈
ど
こ
で
〉は
ま
ゆ
り
学
園

問 

は
ま
ゆ
り
学
園 


26

－

２
１
１
３

海
上
・
航
空
自
衛
隊
　
技
術
曹
募
集

〈
申
込
締
切
〉５
月
15
日（
金
）必
着

〈
試
験
日
〉６
月
26
日（
金
）

〈
採
用
予
定
数
〉

　
技
術
海
曹
　
約
10
名

　
技
術
空
曹
　
若
干
名

※
応
募
資
格
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
同
じ
期
間
で
海
上
・
航
空
技
術

幹
部
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

問 

自
衛
隊
む
つ
地
域
事
務
所


22

－

７
４
８
４

警
察
官
募
集 

  

　
　
明
日
を
守
る
人
に
な
る

〈
試
験
区
分
〉警
察
官
Ａ

〈
受
付
期
間
〉

　
５
月
11
日（
月
）
〜
６
月
19
日（
金
）

〈
第
一
次
試
験
日
〉７
月
12
日（
日
）

・
青
森
市
・
八
戸
市
・
弘
前
市

〈
そ
の
他
〉

採
用
予
定
人
員
に
つ
い
て
は
、
試
験

案
内
（
申
込
書
）を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

受
験
手
続
き
の
詳
細
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

問 

む
つ
警
察
署 


22

－

１
３
２
１

Ｅhttp://w
w
w
.police.pref.a

om
ori.jp/

２
０
１
５
ミ
ス
お
し
ま
こ
募
集

む
つ
市
観
光
協
会

〈
応
募
資
格
〉

・
市
内
ま
た
は
下
北
郡
在
住
の
満
18
歳
〜

満
28
歳
の
未
婚
女
性（
高
校
生
を
除
く
）

・
選
出
さ
れ
た
場
合
、
協
会
が
行
う
年
間

行
事
に
参
加
で
き
る
方
（
桜
ま
つ
り
、

大
湊
ネ
ブ
タ
、
お
し
ま
こ
流
し
踊
り
、

そ
の
他
観
光
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
）

〈
応
募
方
法
〉

む
つ
来
さ
ま
い
館
な
ど
に
備
え
付
け
の

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
全

身
写
真
Ｌ
判
、
顔
写
真
Ｌ
判
各
1
枚
を

添
付
の
う
え
、
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

〈
応
募
締
切
〉５
月
12
日（
火
）必
着

〈
募
集
人
数
・
賞
金
〉３
名
・
10
万
円

問 

（
公
社
）む
つ
市
観
光
協
会

〒
０
３
５

－

０
０
３
１ 

む
つ
市
柳
町
一
丁
目
10

－

25

 


23

－

１
３
１
１

平
成
27
年
度

む
つ
市
消
防
団
定
期
観
閲
式
挙
行

　

む
つ
市
消
防
団
定
期
観
閲
式
は
、
む

つ
市
消
防
団
員
の
士
気
を
高
め
る
こ
と

と
、
市
民
の
み
な
さ
ま
に
消
防
団
活
動

を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

と
し
た
も
の
で
、
消
防
団
行
事
で
最
大

の
も
の
で
す
。

　

『
小
川
町
第
二
白
百
合
保
育
園
』『
ゆ

き
の
こ
幼
稚
園
』幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
園

児
た
ち
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
家
族
連
れ
で
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉５
月
10
日（
日
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉し
も
き
た
克
雪
ド
ー
ム

〈
ど
ん
な
〉

市
長
観
閲
、
分
列
行
進
、
新
車
披
露
、

ポ
ン
プ
車
操
法
、
一
斉
放
水
、
表
彰
式
、

消
防
演
技
（
小
型
ポ
ン
プ
操
法
、
ま
と

い
振
り
演
技
、
は
し
ご
乗
り
演
技
）、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン（
園
児
遊
戯
）な
ど

問  

む
つ
消
防
署 


22

－

１
６
８
０

は
ま
ゆ
り
学
園

　
　
指
定
管
理
者
公
募

　

下
北
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
で
は
、

は
ま
ゆ
り
学
園
を
平
成
28
年
度
か
ら
管
理

運
営
す
る「
指
定
管
理
者
」を
公
募
し
ま
す
。

　

指
定
管
理
を
希
望
す
る
法
人
は
、
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
出

席
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
の
説
明
会
を

欠
席
さ
れ
る
と
応
募
資
格
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

　

指
定
管
理
者
は
、
応
募
者
の
中
か
ら

選
定
し
、
下
北
地
域
広
域
行
政
事
務
組

合
議
会
の
議
決
を
経
て
指
定
さ
れ
ま
す
。

〈
公
募
す
る
施
設
〉

　
障
害
児
入
所
施
設

ｐ
information

　　問合先・申込先　　ファックス　　ホームページ　　ＥメールＥH問 F

publicpublic
公共情報
public
公共情報

公共機関などからの情報をお伝えします。
催し物などは、イベント情報に掲載しています。

な
っ
て
い
る
方
。
離
職
者
等
で
職
業
に

必
要
な
技
能
お
よ
び
知
識
を
習
得
し
よ

う
と
す
る
方
。

〈
受
講
料
〉無
料

※
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
等
（
１
万
３
千

円
程
度
）は
自
己
負
担

〈
定
員
〉15
名

〈
応
募
締
切
〉５
月
14
日（
木
）ま
で

〈
応
募
先
〉最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所

問 

県
立
む
つ
高
等
技
術
専
門
校

 


24

－

１
２
３
４

が
ん
患
者
の
会「
な
ら
は
」

タ
オ
ル
帽
子
講
習
会

　

が
ん
患
者
の
会「
な
ら
は
」で
は
、
抗

が
ん
剤
治
療
の
方
が
被
る
タ
オ
ル
帽
子

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

初
心
者
で
も
簡
単
に
作
れ
ま
す
の
で

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み

不
要
で
す
。

〈
い
つ
〉５
月
21
日（
木
）

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

〈
ど
こ
で
〉下
北
文
化
会
館
研
修
室
２

〈
持
ち
物
〉

　
裁
縫
セ
ッ
ト
、
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル

問 

む
つ
総
合
病
院
医
療
相
談
室


22

－

２
１
１
１
内
線
３
３
５
１

む
つ
市
下
北
自
然
の
家

　
今
年
も
各
種
イ
ベ
ン
ト
開
催

春
の
主
催
事
業

○
大
人
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

「
春
も
み
じ
」

　〈
い
つ
〉５
月
14
日（
木
）

　〈
定
員
〉20
歳
以
上
10
名

○
黒
森
山
登
山
①

　〈
い
つ
〉５
月
16
日（
土
）

　〈
定
員
〉20
歳
以
上
30
名

○
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

〜
新
緑
編
〜

〈
い
つ
〉５
月
30
日（
土
）

〈
定
員
〉40
名

　
こ
の
ほ
か
、「
わ
ん
ぱ
く
ジ
ュ
ニ
ア

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
作
戦
」「
昆
虫
ク
ラ
ブ
」

「
家
族
で
野
外
ク
ッ
キ
ン
グ
」「
家
族
で

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
」な
ど
多
く
の
事
業
を

開
催
予
定
で
す
。
申
込
方
法
や
詳
し
い

内
容
は
、
ポ
ス
タ
ー
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○「
応
援
隊
員
」募
集
中
！

　

「
む
つ
市
下
北
自
然
の
家
」で
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
環
と
し
て
主
催
事
業

へ
の
サ
ポ
ー
ト
協
力
を
し
て
い
た
だ
け
る

『
応
援
隊
員
』（
高
校
生
以
上
）を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
人
と
の
〝
出
会
い
〞や
自
然

の
中
で
の
〝
新
し
い
発
見
〞が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 

応
募
、お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問 

む
つ
市
下
北
自
然
の
家

34

－

６
１
５
１

H http://kyoushin.org
/shizennoie/

船
舶
体
験
学
習
支
援
事
業

む
つ
湾
内
航
路
活
性
化
推
進
会
議

　

子
ど
も
達
の
船
舶
体
験
を
通
じ
て
、

大
切
な
む
つ
湾
内
航
路
へ
の
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
、
脇
野
沢
と
青
森
市

を
結
ぶ
「
高
速
旅
客
船
ポ
ー
ラ
ス
タ
ー
」、

脇
野
沢
と
蟹
田
を
結
ぶ
「
カ
ー
フ
ェ
リ
ー

か
も
し
か
」の
運
賃
の
半
額
を
助
成
し
て

い
ま
す
。
小
・
中
学
校
、
子
ど
も
会
等

の
遠
足
や
体
験
学
習
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
期
間
〉平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で

問 

む
つ
湾
内
航
路
活
性
化
推
進
会
議

（
事
務
局
：
青
森
県
交
通
政
策
課
）

　 


０
１
７

－

７
３
４

－

９
１
５
２

航
路
情
報

○「
む
つ
湾
フ
ェ
リ
ー
か
も
し
か
」

　

４
月
21
日
か
ら
脇
野
沢
〜
蟹
田
航
路
の

「
む
つ
湾
フ
ェ
リ
ー
か
も
し
か
」の
航
行
を

再
開
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

■
レ
ン
タ
カ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

む
つ
湾
フ
ェ
リ
ー （
株
） 

　 


０
１
７
４

－

22

－

３
０
２
０

Hhttp://w
w
w
.m
utsuw

a
n-ferry.jp/

無
料 

創
業
・
起
業
支
援
制
度

合
同
説
明
・
相
談
会

　

「
創
業
・
起
業
し
た
い
が
、
ど
の
よ

う
な
支
援
制
度
が
あ
る
の
か
、
関
係
機

関
か
ら
ま
と
め
て
話
を
聞
き
た
い
。」と

い
っ
た
ご
意
見
に
お
こ
た
え
し
て
、
関

係
機
関
が
一
堂
に
集
ま
り
、
創
業
・
起

業
支
援
制
度
に
係
る
合
同
説
明
会
お
よ

び
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉６
月
16
日（
火
）

〈
ど
こ
で
〉む
つ
商
工
会
議
所

〈
ど
ん
な
〉

・
個
別
相
談
会
・
支
援
制
度
説
明
会

・
創
業
準
備
講
座
・
創
業
事
例
発
表

※
制
度
説
明
会
、
事
例
発
表
、
創
業
準
備

講
座
、
個
別
相
談
そ
れ
ぞ
れ
単
体
で
の

参
加
も
可
能
で
す
。
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

青
森
県
地
域
産
業
課
創
業
支
援
グ
ル
ー
プ

　
瀬
川 


０
１
７

－

７
３
４

－

９
３
７
４

Ｅchiikisa
ng
yo@
pref.a

om
ori.lg

.jp

県
立
む
つ
高
等
技
術
専
門
校

離
職
者
等
再
就
職
訓
練 

経
理
Ｏ
Ａ
科
①

〈
い
つ
〉

　
６
月
５
日（
金
） 〜
９
月
４
日（
金
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
55
分

〈
ど
こ
で
〉市
内
民
間
訓
練
施
設（
予
定
）

〈
ど
ん
な
〉

パ
ソ
コ
ン
の
取
扱
・
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｄ
・
Ｅ
Ｘ

Ｃ
Ｅ
Ｌ
、
経
理
業
務
、
財
務
諸
表
に
関

す
る
知
識
・
技
能
の
習
得

〈
対
象
〉

公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
申
込
み
を
行

○「
高
速
旅
客
船
ポ
ー
ラ
ス
タ
ー
」

　

佐
井
〜
脇
野
沢
〜
青
森
を
結
ぶ「
高
速

旅
客
船
ポ
ー
ラ
ス
タ
ー
」は
５
月
１
日
か

ら
９
月
30
日
の
期
間
、
夏
期
ダ
イ
ヤ
に

よ
る
運
行
と
な
り
ま
す
。

問 

シ
ィ
ラ
イ
ン（
株
）

　 


０
１
７

－

７
２
２

－

４
５
４
５

Hhttp://w
w
w
.sii-line.co.jp/

○
大
函
丸

　

大
函
丸
（
大
間
〜
函
館
航
路
）は
、
４

月
29
日
〜
５
月
６
日
の
間
、
１
日
６
便

に
増
便
し
て
運
航
さ
れ
ま
す
。

問 

津
軽
海
峡
フ
ェ
リ
ー
㈱

37

－

３
１
１
１

Hhttp://w
w
w
.tsug
a
ruka
ikyo.co.jp/

大間発 函館着
  6:50   8:20
11:40 13:10
17:00 18:30

函館発 大間着
  9:10 10:40
14:30 16:00
19:30 21:00

青森発 脇野沢発 佐井着
9:40 10:40 12:05
15:10 16:20 17:40

佐井発 脇野沢発 青森着
7:00 8:30 9:30
12:30 14:00 15:00

脇野沢発 蟹田着
10:50 11:50
15:30 16:30

蟹田発 脇野沢着
  9:20 10:20
14:00 15:00

選挙民生委員 特集国際交流information 議会だより 図書館相談健康町内会陸奥覧サークル
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( 3 0 )( 3 1 )

お年寄り健康

イベント

し
た
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ホ
ラ
ー

問 

市
立
図
書
館 


28

－

３
５
０
０

ト
ン
ト
ゥ
の
春
満
開
！

ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ 

入
場
無
料

〈
い
つ
〉５
月
10
日（
日
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

〈
ど
ん
な
〉

・
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
と
プ
リ
ン
の
ハ
ー
ト

フ
ル
タ
イ
ム

・
ト
ン
ト
ゥ
の
Ｂ
級
グ
ル
メ
屋
台
村（
有
料
）

・
カ
ッ
プ
ケ
ー
キ
コ
ー
ナ
ー
（
有
料
）　

・
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
コ
サ
ー
ジ
ュ
作
り

コ
ー
ナ
ー
（
小
学
生
以
下
）

・
ふ
わ
ふ
わ
コ
ー
ナ
ー

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
ク
イ
ズ
＆
シ
ー
ル
ラ

リ
ー
（
小
学
生
以
下
）

※
詳
し
く
は
、
４
月
23
日
の
新
聞
折
込

チ
ラ
シ
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問 

東
通
原
子
力
発
電
所
Ｐ
Ｒ
施
設
　
　

　
ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ


48

－

２
７
７
７

Hhttp://w
w
w
.tonttu-villa

g
e.jp/

cg
i-bin/index.cg

i

平
成
26
年
度

希
望
の
ま
ち
づ
く
り
補
助
金
報
告
会

　

補
助
金
を
活
用
し
て
各
種
ま
ち
づ
く

り
活
動
に
取
り
組
ん
だ
団
体
が
、
ど
の

よ
う
な
活
動
を
行
な
っ
た
か
写
真
を
ま

じ
え
て
報
告
し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
観
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

 

む
つ
桜
ま
つ
り

　

む
つ
市
観
光
協
会
で
は
、
今
年
も
「
む

つ
桜
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。
昨
年

に
引
き
続
き
水
源
池
公
園
「
ア
ー
チ
式

ダ
ム
」
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

み
な
さ
ま
ど
う
ぞ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉４
月
29
日（
水
） 〜
５
月
６
日（
水
）

※
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
24
日 （
金
）
開
始
、

午
後
７
時
〜
９
時
ま
で

〈
ど
こ
で
〉

　
水
源
池
公
園
・
早
掛
沼
公
園

問 

（
公
社
）む
つ
市
観
光
協
会

 


23

－

１
３
１
１

む
つ
科
学
技
術
館
だ
よ
り

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

　

期
間
中
は
入
館
無
料
！ 

５
月
５
日
こ

ど
も
の
日
は
、
先
着
30
名
の
お
子
様
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
差
し
上
げ
ま
す
。

〈
い
つ
〉５
月
２
日（
土
）
〜
６
日（
祝
・
水
）

〈
シ
ア
タ
ー
上
映
〉

①
午
前
10
時
〜

　
ま
ん
が
偉
人
物
語
「
ガ
リ
レ
オ
・
ガ

リ
レ
イ
／
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
」（
25
分
）

②
正
午
〜

　「
ド
ナ
ル
ド
・
ダ
ッ
ク
」（
70
分
）

③
午
後
３
時
〜

　
名
作
童
話
大
全
集
「
ピ
ー
タ
ー
パ
ン

（
他
２
本
）」（
30
分
）

〈
つ
く
っ
て
た
い
け
ん
工
作
教
室
〉

プ
ロ
ペ
ラ
シ
ュ
ー
タ
ー
を
つ
く
ろ
う
！

※
開
催
時
間
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

〈
理
科
実
験
・
観
察
〉

①
午
前
11
時

　「
超
低
温
の
世
界
を
調
べ
よ
う
」

②
午
後
２
時

　「
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
の
不
思
議
を
調
べ
よ
う
」

※
３
日（
日
）
〜
６
日（
水
）の
開
催

問 
む
つ
科
学
技
術
館 


25

－

２
０
９
１

Hhttp://w
w
w
.jm
sfm
m
l.or.jp/msm

.htm

市
立
図
書
館日

曜
シ
ネ
マ「
ハ
ム
ナ
プ
ト
ラ
」

〈
い
つ
〉５
月
10
日（
日
）午
後
２
時
〜

〈
ど
ん
な
〉

　『
ハ
ム
ナ
プ
ト
ラ
』（
１
９
９
９
・
米
）

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ソ
マ
ー
ズ
監
督

　
強
大
な
悪
の
力
を
持
っ
て
蘇
っ

た
ミ
イ
ラ
と
の
戦
い
が
幕
を
開

け
る
。
ス
リ
ル
と
ロ
マ
ン
に
満
ち

た
冒
険
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
描
い

て
、
世
界
中
で
大
ヒ
ッ
ト
を
記
録

e
information

　　問合先・申込先　　ファックス　　ホームページ　　ＥメールＥH問 F

event
イベント
event
イベント

市内で行われるイベント情報などをお伝えします。

29日～

10日

16日

４
月 

A
p
r
.

2日24日

〈
い
つ
〉

　
５
月
16
日（
土
）午
後
１
時
〜
４
時

〈
ど
こ
で
〉市
立
図
書
館

〈
報
告
団
体
〉

・
協
同
組
合 

む
つ
専
門
店
会

・
む
つ
市
子
ど
も
ネ
ブ
タ
運
行
委
員
会

・
絵
画
グ
ル
ー
プ「
彩
炎
」

・
哲
山
会

・「
斗
南
丘
こ
ど
も
ま
つ
り
」実
行
委
員
会

・
五
十
丸
祭
組

・
む
つ
市
ス
キ
ー
協
会

・
下
北
を
知
る
会

・
下
北
こ
ど
も
ネ
ッ
ト

問 

市
民
連
携
課
連
携
担
当


22

－

１
１
１
１
内
線
２
１
５
２

市
立
図
書
館ブ

ッ
ク
コ
ー
ト
＆
修
理
講
習
会

〈
い
つ
〉５
月
21
日（
木
）

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

※
申
込
み
不
要
で
す
。
開
始
時
間
ま
で

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

市
立
図
書
館 


28

－

３
５
０
０

来
さ
ま
い
館

　
む
つ
盆
栽
会「
盆
栽
展
示
会
」

〈
い
つ
〉５
月
23
日（
土
）・
24
日（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

問 

む
つ
来
さ
ま
い
館

33

－

８
１
９
１

21日

５
月 

M
a
y

〈
ど
こ
で
〉東
北
電
力（
株
）む
つ
営
業
所

　
別
館
２
階
調
理
室

〈
ど
ん
な
〉

し
っ
か
り
食
べ
て
暑
い
季
節
を
乗
り

切
ろ
う
！
（
そ
ぼ
ろ
飯
・
し
じ
み
の

香
り
椀
・
長
芋
の
み
そ
炒
め
・
豆
乳

わ
ら
び
も
ち
）

〈
講
師
〉

　
青
森
県
栄
養
士
会
地
域
活
動
栄
養
士
協
議
会 

　
管
理
栄
養
士 

野
呂 

浩
子 

先
生

〈
参
加
費
〉無
料

※
ユ
ニ
セ
フ
募
金
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

〈
定
員
〉20
名 

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

〈
準
備
す
る
も
の
〉

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
お
手
拭
き
用
タ

来
さ
ま
い
館
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

〈
い
つ
〉５
月
24
日（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

〈
ど
こ
で
〉イ
ベ
ン
ト
広
場

※
雨
天
時
は
来
さ
ま
い
館

※
出
店
申
込
は
５
月
１
日
（
金
）か
ら
受

付
し
ま
す
。
出
店
料
は
１
区
画
（
２

ｍ
×
３
ｍ
）１
０
０
０
円
で
す
。

問 

む
つ
来
さ
ま
い
館 


33

－

８
１
９
１

ウ
ェ
ン
ズ
デ
ー
コ
ー
ラ
ス

第
46
回
定
期
演
奏
会

　
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
や
男
声
合
唱
の
他
メ
イ

ン
ス
テ
ー
ジ
は
「
花
」に
ま
つ
わ
る
名
曲
、

ヒ
ッ
ト
ソ
ン
グ
を
メ
ド
レ
ー
で
お
届
け
し

ま
す
。
む
つ
市
出
身
の
声
楽
家
「
立
原
ち

え
子
」氏
（
東
京
音
楽
大
学
准
教
授
）の
す

ば
ら
し
い
歌
声
も
お
聞
き
い
た
だ
け
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉５
月
30
日（
土
）午
後
４
時
開
演

〈
ど
こ
で
〉む
つ
来
さ
ま
い
館

〈
ど
ん
な
〉

第
一
部
　
ア
ナ
と
雪
の
女
王
か
ら

「Let It G
o

〜
あ
り
の
ま
ま
で
〜
」他

第
二
部
　
む
つ
男
声
合
唱
団「
響
」賛
助
出
演

第
三
部
　
立
原
ち
え
子
魅
惑
の
ス
テ
ー
ジ

第
四
部
　
ヒ
ッ
ト
メ
ド
レ
ー
「
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
」

〈
入
場
料
〉無
料

問 

む
つ
混
声
合
唱
団
ウ
ェ
ン
ズ
デ
ー
コ
ー

ラ
ス
事
務
局 

高
島


22

－

７
６
３
１

む
つ
下
北
地
区
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

「
あ
そ
び
の
日
」２
０
１
５

全
国
一
斉
あ
そ
び
の
日
を
「
げ
ん
き

＋
ゲ
ン
キ
＝
超
元
気
」
の
テ
ー
マ
で

「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
デ
ー
」と
し
て

開
催
し
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
３
世
代
が
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
を

と
お
し
て
笑
顔
で
交
流
し
ま
す
。

　

参
加
者
は
チ
ー
ム
で
「
手
つ
な
ぎ

ジ
ャ
ン
プ
」
で
笑
顔
体
験
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉５
月
31
日（
日
）午

前
９
時
〜
正
午

〈
ど
こ
で
〉し
も
き
た
克
雪
ド
ー
ム

〈
対
象
者
〉

障
が
い
の
あ
る
方
も
、
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

〈
参
加
費
〉無
料

〈
持
ち
物
〉上
履
き
、
汗
拭
き
タ
オ
ル

〈
ど
ん
な
〉

さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ュ
―
ス
ポ
ー
ツ
10
種
目

を
体
験
、
震
災
復
興「
笑
顔
ジ
ャ
ン
プ
」

〈
そ
の
他
〉

傷
害
保
険
は
各
自
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

県
民
カ
レ
ッ
ジ
の
単
位
認
定

問
む
つ
下
北
地
区
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会


22

－

６
９
１
２（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ
　
料
理
教
室

〈
い
つ
〉６
月
14
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

10日

23日～

30日

31日14日
６
月 

J
u
n
.

問 むつ市消費者の会事務局
（市商工観光課内）

22-1111内線 2643

・応募者多数の場合は抽選となります。
・有償での取引はご遠慮ください。
・ゆずってもらう方が、ゆずってくれる方の所へ取りに
行くことになります。

不用品活用登録銀行

ゆずります（受付期間4月24日～ 5月12日）

・卓球台

・田名部高校女子制服（夏・冬用、身長160cm）

・女子柔道着（Mサイズ）

ゆずってください

・大湊高校女子制服（夏・冬用、身長160cm）

オ
ル
、
上
履
き

〈
申
込
方
法
〉

ハ
ガ
キ
に
イ
ベ
ン
ト
名
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
ふ
り
が
な
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
明
記
の
う
え
ご
応
募
く
だ
さ

い
。（
１
枚
に
つ
き
１
名
）

※
当
選
者
に
は
締
切
後
に
ハ
ガ
キ
で
通
知

し
ま
す
。
ま
た
、
東
北
電
力（
株
）む
つ
営

業
所
駐
車
場
を
利
用
す
る
た
め
、
車
の

ナ
ン
バ
ー
を
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
ま
す
。

〈
申
込
締
切
〉６
月
２
日（
火
）消
印
有
効

問 

東
通
原
子
力
発
電
所
Ｐ
Ｒ
施
設
　
　

　
ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ


48

－

２
７
７
７

選挙民生委員 特集国際交流information 議会だより 図書館相談健康町内会陸奥覧サークル
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( 3 2 )( 3 3 )

団体・サークル等

ｃ
information
circle

団体・サークル
circle

団体・サークル

団体等からの
お知らせです。

む
つ
市
岩
手
県
人
会
会
員
募
集

　

む
つ
市
に
お
住
ま
い
の
岩
手
県
出
身

者
、
そ
の
二
世
、
三
世
の
方
、
お
よ
び

岩
手
県
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
は
ど
な
た

で
も
入
会
で
き
ま
す
。

　

郷
里
岩
手
旅
行
、
岩
手
県
の
里
芋
で「
い

も
の
子
汁
会
」等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問 

む
つ
市
岩
手
県
人
会

　
　
　
会
長 

高
瀬 

厚
太
郞

　
　
　
事
務
局 

馬
場

22

－

４
３
７
１

む
つ
墨
画
会

　

少
年
少
女
時
代
を
思
い
出
し
、
墨
で

絵
を
描
く
楽
し
み
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ

ん
か
？　

い
つ
で
も
大
歓
迎
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉毎
月
第
一
・
第
三
水
曜
日

午
後
１
時
〜
３
時

問 

む
つ
墨
画
会 

会
長 

山
崎 

敏
夫

　
　
　
事
務
局 

沼
山

24

－

１
６
０
７

り
ん
ど
う
の
会お

困
り
の
時
は
お
電
話
を
！

　

カ
ー
テ
ン
の
取
付
け
や
交
換
、
切
れ

た
電
球
の
取
替
え
、
火
災
警
報
器
等
の

取
付
け
や
電
池
の
交
換
な
ど
、
高
い
所

の
作
業
は
高
齢
者
に
と
っ
て
と
て
も
危

険
。
お
手
伝
い
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
対
象
者
〉

　
旧
む
つ
市
内
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

〈
負
担
〉

器
具
代
お
よ
び
交
通
費
は
、
ご
負
担
く

だ
さ
い
。
取
付
け
費
用
は
無
料
で
す
。

問 

む
つ
市
生
活
介
護
サ
ポ
ー
タ
ー
連

　 

絡
協
議
会（
り
ん
ど
う
の
会
） 

川
畑


31

－

０
２
４
４（
F
A
X
兼
用
）

菊
池 


０
９
０

－

１
４
９
４

－

５
５
４
４

こ
す
も
す
幼
稚
園「
ま
め
っ
子
サ
ロ
ン
」

未
就
園
児
親
子
教
室
参
加
者
募
集

　

親
子
で
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？　

〈
い
つ
〉

５
月
27
日
、
６
月
24
日
、
７
月
29
日
、

８
月
26
日
、
９
月
25
日
、
10
月
27
日
、

11
月
18
日
、
12
月
21
日
、（
平
成
28
年
）

１
月
27
日
、
２
月
24
日
、
３
月
16
日
、

午
前
９
時
〜
11
時

〈
ど
ん
な
〉

・
午
前
９
時
〜 
園
内
で
あ
そ
ぼ
う

・
午
前
10
時
〜 

た
ん
ぽ
ぽ
組
と
一
緒
に

幼
稚
園
生
活
を
体
験
し
よ
う

問 

認
定
こ
ど
も
園 

こ
す
も
す
幼
稚
園

 

工
藤

34

－

５
２
５
５

あ
た
ご
幼
稚
園

ス
マ
イ
ル
子
育
て
メ
イ
ト
募
集

〈
い
つ
〉

　

毎
月
偶
数
週
の
土
曜
日
の
う
ち
１
回

　
初
回
は
５
月
９
日
午
前
８
時
30
分
〜

〈
ど
ん
な
〉

お
母
さ
ん
と
一
緒
に
さ
ま
ざ
ま
な
遊

び
を
通
し
て
子
育
て
を
楽
し
み
合
う

会
で
す
。

〈
対
象
〉満
３
歳
以
下
の
お
子
様

〈
参
加
費
〉無
料

〈
そ
の
他
〉

楽
し
い
幼
稚
園
行
事
へ
の
ご
招
待
も

あ
り
ま
す
。

問 

あ
た
ご
幼
稚
園

　
　
　 

山
本

42

－

３
６
７
３

む
つ
市
子
育
て
メ
イ
ト
会

春
の
ふ
れ
あ
い
広
場

　

子
育
て
期
に
は
、
０
才
児
か
ら
い
ろ

い
ろ
な
世
代
の
人
と
ふ
れ
あ
う
事
が
大

切
で
す
。
私
達
は
ど
の
お
子
さ
ん
も
心

豊
か
に
健
や
か
に
育
っ
て
欲
し
い
と
い

う
願
い
か
ら
、
月
３
〜
４
回
の
「
ふ
れ
あ

い
広
場
」
づ
く
り
を
し
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

　

０
歳
か
ら
６
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
と

ご
両
親
、
お
じ
い
ち
ゃ
ま
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ま
、
ご
一
緒
に
お
気
軽
に
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。
事
前
申
込
み
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
子
育
て
メ
イ
ト
み
ん
な
で
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

〈
い
つ
・
ど
こ
で
〉

５
月
７
日 （
木
）、
６
月
18
日（
木
）

・
水
源
池
公
園

５
月
11
日 （
月
）、
20
日 （
水
）、
27
日 （
水
）、

６
月
１
日（
月
）、
10
日（
水
）、
24
日（
水
）

・
む
つ
市
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

〈
ど
ん
な
〉

ミ
ニ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
ベ
ビ
ー
マ
ッ

サ
ー
ジ
、
親
子
体
操
、
歌
遊
び
、
パ
ネ

ル
シ
ア
タ
ー
な
ど
を
計
画
中
で
す
。
水

源
池
公
園
は
公
園
内
を
散
歩
し
ま
す
。

〈
準
備
す
る
も
の
〉お
や
つ
、
飲
み
物

〈
そ
の
他
〉

・
子
育
て
相
談
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

・
メ
イ
ト
と
し
て
一
緒
に
活
動
し
て
く

れ
る
人
を
募
集
中
で
す
。

問 

む
つ
市
子
育
て
メ
イ
ト
会


23

－

７
８
４
４（
F
A
X
兼
用
）

葛
西

23

－

４
５
１
５

小
川 


０
９
０

－

９
６
３
０

－

６
２
０
４

佐
々
木 


０
９
０

－

６
８
５
４

－

５
９
７
０

むつ市月間ごみ総排出量

平成27年 2月分　市環境政策課調べ

2月の値 前年同月 （前年同月比）【参考】一人一日

あたりの排出量総排出量 … 1,719 t 1,622 t （+97）

資源回収量 … 166 t 144 t （+22） H25全国平均

資源回収割合 … 9.7 % 8.9 %（+0.8ポイント） 958 g/ 日

市民一人一日
の排出量

… 1,000 g 929 g （+71g）
H25青森県平均

1,069 g/ 日

目指せ ごみ減量
　資源回収に

ご協力を！

心配ごと・結婚相談 
時 毎週月曜日 10:00 ～ 15:00 問 むつ市社会福祉協議会相談所専用電話

場 社会福祉協議会（市役所本庁舎内）22-2731

祝日の場合は翌日

教育相談 
時  土・日・祝日を除く毎日 9:00 ～ 16:00 問相談専用電話

場 場所は教育研修センター 22-0974

予約制です。中学生までの教育に関する相談に応じています。

消費生活相談 
時 土・日・祝日を除く毎日 8:30 ～ 17:15 問 むつ市消費生活センター

場 市役所本庁舎商工観光課内 22-1353

消費者トラブルや悪質商法、多重債務の相談を受けます。

暮らしとお金の安心相談会 
時 第 3水曜日10:00 ～ 16:00 問 消費者信用生活協同組合青森相談センター

場   市役所本庁舎市民相談室 017-752-6755

予約制です。借金など家計の悩みについての相談を受けます。

健康なんでも相談
時 土・日・祝日を除く毎日 8:30 ～ 17:15 問 健康推進課

場 健康推進課 22-1111内線2574

保健師や栄養士がご相談をお受けします。

各 種 相 談 日 程
法律相談
時 6 月 26 日（金）12:30 ～ 問 市民連携課

場 市役所本庁舎市民相談室 22-1111内線2154

受付は5月1日（金）午前8時 30分開始。1人 30分、定員6名（先着順）

法テラス法律相談 
時 6 月 10 日（水）12:30 ～ 問 法テラス青森

場 市役所本庁舎市民相談室 050-3383-5552

1人 30分、定員6名（先着順）

行政相談 
時 6 月 15 日（月）10:00 ～ 15:00 問 市民連携課

場 市役所本庁舎市民相談室 22-1111内線2154

行政が行う仕事についての各種相談を受けます。

行政相談 
時 6 月 12 日（金）9:00 ～ 12:00 問 大畑庁舎管理課

場 大畑庁舎 2階第 2会議室 34-2111

行政が行う仕事についての各種相談を受けます。

人権相談 
時 土・日・祝日を除く毎日 8:30 ～ 17:15 問 青森地方法務局むつ支局

場   下北合同庁舎2階相談室 23-3202

家族間や近隣関係のこと、学校や職場内のことなどの相談を受けます。

  時 日時　場 場所　問 問合先・申込先

春

夏

秋

冬

短　歌

山
桜
深
き
洞う
ろ

も
つ
老
木
の
畑
に
白
じ
ろ
薄
き
を
散
ら
す

皆　

川　

妙　

子

ふ
る
さ
と
の
桜
ロ
ー
ド
の
八
キ
ロ
余
満
開
続
き
車
窓
に
迫
る

矢　

越　

朝　

子

夕
べ
よ
り
高
く
の
ぼ
り
て
西
空
へ
半
月
に
な
れ
ず
上
を
向
き
い
る

菊　

池　

圭　

子

木
製
の
鉢
置
台
を
買
い
求
め
毛
氈
敷
い
て
雛
壇
に
す
る

中　

村　

勢　

子

俳　句

春
光
や
友
の
一
言
背
ナ 

を
押
す

加　

藤　

孝　

子

紫
に
霞
む
鎮
守
の
大
欅

宮　

浦　

雅　

子

春
白
神
見
上
げ
て
病
者
病
院
へ

太　

田　

嶺　

伸

春
め
く
や
小
さ
な
会
釈
黄
の
帽
子

久
保
田　

和
加
子

席
ゆ
づ
る
笑
顔
の
少
女
春
休
み

溝　

江　

生　

子

養
生
の
少
し
熱
め
の
蜆
汁

竹　

本　

と
し
子

二
つ
三
つ
嬰や

や

の
ス
ー
プ
に
雛
あ
ら
れ

中　

西　

か
つ
よ

嬰
の
目
を
引
く
七
色
の
雛
あ
ら
れ

戸　

川　

美
重
子

玄
界
灘
風
渺

び
ゅ
う
び
ゅ
う
々
と
霾
よ
な

ぐ
も
り

川　

口　

巖　

渓

釜
臥
の
姿
か
す
か
に
霾
ぐ
も
り

橋　

本　

フ　

ミ

川　柳

七
月
の
陽
へ
キ
ラ
キ
ラ
と
茶ち
ゃ
ぱ髪
っ
子

相　

馬　

藤　

花

小
さ
な
幸
年
金
で
行
く
フ
ル
ム
ー
ン

出　

崎　

忠　

華

新
年
に
誓
う
言
葉
が
多
す
ぎ
る

工　

藤　

弘　

姫

嫌
な
こ
と
溶
か
し
て
く
れ
る
春
日
向

杉　

本　

一　

道

選挙民生委員 特集国際交流information 議会だより 図書館相談健康町内会陸奥覧サークル

広報むつ
２０１５．４．２４

広報むつ
２０１５．４．２４
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⑤ 関根橋町内会（大畑）

 元気に活動する町内会
を紹介していきます。特
色ある活動、市民のみ
なさんに、ぜひ知っても
らいたい活動など情報を
お寄せください。

　関根橋地区は大畑庁舎から、恐山方面に向かって約

4キロの山間にある小さな集落です。大畑町史による

と寛文の頃、五戸から来た人々が開拓を始めたと言わ

れ、現在は、戸数 39戸、108 人が暮らす地域となっ

ています。町名の由来は、大畑の人々が田名部に行く

途中に、関根を経由する際の橋の傍らにある部落なの

で「関根橋」と名付けられたと言われ、別名「外山」（そ

とやま）とも言われています。

　11年前には、

タレントの明石

家さんまさんが

訪れ、関根橋小

学校が全国に

紹介されました

が、地域の中心

的な役割を担ってきた小学校も児童の減少により惜し

まれつつ平成20年 3月に閉校しました。

　小学校の閉校には、一抹の寂しさも残るものの、関

根橋地区には、先人達が残してくれたさまざまな財産

があります。その大事な財産を引き継ぎ後世に残して

行くことが今の私たちの使命だと思っています。それ

では、関根橋地区に残る財産を紹介したいと思います。

　まず、観音様です。上の宮として祀る観音堂は、開

拓の先人、佐藤家の氏神として代々管理していました

が、現在は町内会へ移譲され維持管理しています、毎

年1月と 8月の17日に大安寺住職による法要を執り

行い、有り難いお話をいただいています。

　他地区のみなさまも足を運んではいかがでしょう

か、また、観音堂の前には樹齢 300年以上の老杉があ

り威風堂々とそびえ立っています。

　次に、梅
ばいおうあん

翁庵です。寺子屋と

しての役割を果たしていました

が、明治 12 年より大畑小学校

分校として設置され、明治14年

10月 5日には関根橋小学校を設

置することとなり、その場所が

梅翁庵でした。現在は、先祖代々

のお墓を見守り彼岸や盆の頃に

なると地域の方々の集いの場所

となっています。

　つづいて、妙見神社です。天和三年（1683年 )9月に

勧請し、現在の社殿は昭和8年 12月に再建されたも

ので、天御中主神（あめのみなかぬしのかみ）が祀られ

ています、祈年祭は1月中に行われ例祭は5月16日

から17日、11月17日には新
にいなめさい

嘗祭が行われています。

　神社での祭事においては、神楽を外すことができま

せん、ここからは、関根橋神楽につて述べさせていた

だきます。

　関根橋神楽の起源は定かではありませんが、200年

前の文化12年には、大畑八幡宮の例大祭に奉納され

た記録が残っていることから、200年以上の昔から伝

承されているものと思っています。昔は、青年団を中

心に神楽を行なっていた時期がありましたが昭和 48

年 8月15日に「関根橋神楽会」が設立され今日に至っ

ています。祭事における「祈祷」はもとより、「本獅子舞」、

「踊り獅子（七琴調）」等、歴史と伝統ある関根橋神楽を

今後も守り続けるよう頑張っていかなければと思って

います。

　関根橋町内会、関根橋神楽会 佐藤 時男

問   市民連携課   22-1111内線 2153

⑤ 関根橋町内会（大畑）

簡単にできる

健康レシピをご紹介
むつ市食生活改善推進員協議会

〈材料〉もやし…200g　きゅうり…1本

　　　かに風味かまぼこ…1本

　　　白ごま…小さじ 2

　　　中華ドレッシング…大さじ 4

①もやしはゆでて水気をきり、冷ます。

②きゅうりはせん切り、かに風味かまぼこは長さ

を半分にしてほぐす。

③①と②を混ぜ、ドレッシングで和え、白ごまを

ふる。

イケメンズヘルスアップ cooking より

5 月 の 在 宅 当 番 医

〈時　間〉 午後 7時～10時
※変更となる場合がありますので予めご確認ください

角 田 整 形 外 科 医 院

菊 池 医 院

北村医院むつレディスクリニック

ふ じ た 脳 神 経 ク リ ニ ッ ク

三 上 医 院

中 村 眼 科 ク リ ニ ッ ク

中 央 内 科 ク リ ニ ッ ク

村 中 内 科・ 心 療 内 科 医 院

☆   3日（日）

☆   4日（月）

☆   5日（火）

☆   6日（水）

☆  10日（日）

☆ 17日（日）

☆ 24日（日）

☆ 31日（日）

5 月 の 献 血 受 付 日 程

14日（木）マエダストア中央店 10:30 ～ 12:00

22-7945
24-1276
22-2135
24-5557
22-1011
22-2512
28-4550
23-0120

今月の“ピカピカ賞”
　3月の 3歳児健康診査で、むし歯のないのはもちろん

のこと、治した歯が１本もないお子さん達です。これか

らも　”ピカピカの歯”を大切にしてくださいね！

西 塚　　 江 ちゃん 高 橋 征 樹 くん

川 村 伶 唯 ちゃん 新 山 琥 央 くん

阿 部　　 庵 ちゃん 松 田 龍 雅 くん

祐 川 歩 夢 くん 菅 原 優 月 ちゃん

佐 藤 来 夢 ちゃん 石 田 成 琉 くん

北 山 和 聖 くん 石 田 珀 久 くん

菊 池 叶 愛 ちゃん 田 中 暖 大 くん

福　山　くるみ ちゃん 東 谷 碧 仁 くん

佐々木　璃　子 ちゃん 四ツ谷　太　耀 くん

熊 谷　　 遥 くん 八 谷 瑠 璃 ちゃん

樋 口 駿 護 くん 中川原　　　凜 ちゃん

杉 浦 宙 夢 ちゃん 秋 田 一 乃 ちゃん

村 中 謙 太 くん 吉 野 萩 音 くん

稲 寺 陽 向 ちゃん 山 本 絢 愛 ちゃん

菊 池 杏 季 ちゃん 氏 川 直 哉 くん 問 病院案内（下北消防本部） 23-3999

28日（木）マエダストア苫生店
10:30
13:30

～
～
12:00
16:30

５月開催！ハローベビー教室　～夫婦・家族での参加大歓迎～

妊婦さんや旦那さん同士で、おしゃべりしながら、体験を中心に楽しく勉強します。

妊婦さんのみの参加や里帰りされている妊婦さんの参加も大歓迎です！

日程・受付時間などは、市ホームページや「平成 27年度健康づくりカレンダー」

をご覧頂くか、お電話にてご確認し、お申し込みください。みなさんの参加、お

待ちしています！ 健康推進課保健担当

　☎ 22-1111( 内線 2577)

選挙民生委員 特集国際交流information 議会だより 図書館相談健康町内会陸奥覧サークル

むつ市食生活改善推進員協議会

②きゅうりはせん切り、かに風味かまぼこは長さ

③①と②を混ぜ、ドレッシングで和え、白ごまを
　野菜料理１品プラス

　外食のときは、野菜が多く使われている

ものを選んだり、他の野菜料理を１品プラ

スして食べましょう！

もやしの中華あえ（４人分）

【1人分栄養価】

56キロカロリー、塩分1.0g

広報むつ
２０１５．４．２４

広報むつ
２０１５．４．２４
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ヤッター  全国大会 3位
　4月 6日（月）　三田小女子バスケ入賞報告

　第三田名部小学校女子ミニバスケットボール部のみなさ

んが、3月 28日から東京都の国立代々木体育館で行われた

「東日本大震災復興支援・第 46回全国ミニバスケットボー

ル大会」でＡブロック3位となり、宮下市長へ報告しました。

　大会前にはインフルエンザが流行するなど、十分なコン

ディションではなかったようですが、見事予選リーグを突

破し、3位となりました。

　選手たちは、「中学校へ行っても経験を活かしバスケット

を続ける」と、さらなる活躍を誓いました。

金谷に子育て拠点誕生
　4月10日（金）　キッズパークオープン

　金谷の旧市役所東庁舎を改装し屋内遊戯施設「むつ市キッ

ズパーク」がオープンしました。

　オープン記念セレモニーでは新町保育所の園児によるム

チュランダンスが披露され、宮下市長と一緒にクスダマを

割ってお祝いしました。

　セレモニー後には、さっそく園児のみんなが

パーク内を走り回り、歓声を上げていました。

おかえりなさい 鎌田先生
　4月10日（金）　鎌田幸子さん帰国

　むつ市出身で、平成 25年の夏から青年海外協力隊の隊

員としてドミニカ共和国に派遣されていた鎌田幸子先生が、

市役所を訪れ、宮下市長に帰国の報告をしました。

　４月からは、東通中学校で教壇に立っている鎌田先生。

　下北の子どもたちには、その背中を追いかけて欲しいで

すね。

　知らない文化・世界のこと。機会があったら、私たち大

人も、ぜひお話を伺いたいですね。

市内各地の話題をお届けします！

あっと

　連載２回目の今回は、市中央公民館で活
動している「こぎんサークル」のみなさんを
紹介します。
　みなさんが製作している「津軽こぎん刺
し」は、江戸時代に津軽地方の農民が野良着
の補強と防寒を兼ねて麻布に木綿の糸で地
刺ししたのが始まりのようですが、その後、
緻密な幾何学模様へと発展し、現在ではお
土産品などとしても人気となっています。

　「こぎんサークル」は、約25年前にはすでに活動していた
ようですが、発足当初のメンバーはすでにおらず、一番長
く在籍している方で約20年にもなるとのことです。初めの
頃は先生がいて、20名以上が在籍していたとのことですが、
今はメンバー8名、中には80歳を超える方も在籍し、いつ
も元気に楽しく活動しています。
　「来たら絶対若返るから、好きな日に好きな時間だけでも
大歓迎だし、興味のある方はぜひ、一回来てみて！　材料
費300円で、コースター作りの体験もできるよ」とのことで
す。
　最初は、お手本を見ながらＡ４程のサイズのタペストリー
を製作するのに1か月程かかるとのことですが、どんどん
上達し、スピードもアップするとのこと。
　作ったタペストリーやバッグ、財布などの作品は、「公民

館まつり」での展示や「みんなの消費生活展」では販売も行わ
れるとのこと。そのほか友人などへプレゼントするととても
喜ばれ、次回作への励みに
もなるようです。
　元気なメンバーが待って
いますので、興味を持たれ
た方、ぜひ一歩踏み出して
みてはどうでしょう。楽し
い仲間が待っていますよ～。

〈活動時間・場所〉
　市中央公民館で第1・第3月曜日の午前9時～午後3時
〈会費〉1000円 /月
　問 こぎんサークル 藤林　 090-6257-3081
　市中央公民館　 24-1224

団体・サークル募集

問 政策推進課広報室 22-1111内線 1115

　このページで紹介させていただける団体・サークル
を募集しています。詳しくはお問い合わせください。

「広報むつ」月1回　25日発行へ
　「広報むつ」は、5月号から、月1回の発行へ変わります。

（休日の場合は前日発行）

　月1回の発行に伴い、各団体で行うイベント開催のお

知らせや有料広告などの申込み締切が変わりますのでご

注意ください。申込み締切日はお問い合わせください。

　今後とも「広報むつ」をよろしくお願いします。
問 政策推進課広報室22-1111内線 1115

選挙民生委員 特集国際交流information 議会だより 図書館相談健康町内会陸奥覧サークル

☝

第二回

こぎんサークル

第二回

こぎんサークル

詳細はこちら

広報むつ
２０１５．４．２４

広報むつ
２０１５．４．２４
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今
年
３
月
に
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京
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行
わ
れ
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、
第
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回

全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
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ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
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カ
ッ
プ
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季
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泳
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技
大
会
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〜
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歳
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ラ
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０
０
メ
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２
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メ
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な
っ
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昨
年
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頃
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ぐ
ん
ぐ
ん
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を
つ
け
、
10

月
に
１
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メ
ー
ト
ル
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の
う
ち
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録
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た
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は

一
般
も
合
わ
せ
た
青
森
県
女
子
の
最

高
記
録
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樹
立
し
ま
し
た
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オ
リ
ン
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ッ
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て
金
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ル

を
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る
こ
と
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て
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身
長
１
５
０
セ
ン
チ
で
、
全
国
大

会
で
は
、
大
き
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選
手
に
か
な
わ
な

い
こ
と
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あ
り
、
今
は
ト
レ
ー
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ン

グ
の
他
に
も
食
事
や
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養
面
に
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活
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こ
れ
か
ら
の
樺
音
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ん
の
活
躍
に
注
目
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

健康一番
このコーナーでは、あなたの健康にとって大切なコツを分かりやすくお知ら
せしていきます。第1回は「ウォーキングのススメ、快適に歩くポイント」です。

NEW

　ウォーキングの効果
①腕を振り、歩幅をとることで日頃使っていない筋肉を動かすの
で全身の血流が良くなります。汗をかいて代謝もよくなり肥満
予防にもなります。
②善玉コレステロールが増え、動脈硬化を防ぎます。
③歩くことで脳が刺激され、脳細胞が活性化し老化を遅らせると
いわれています。
④歩くことにより無理なく骨に刺激が加わり、骨を強くする効果
があります。

次の掲載は、７月号です。おすすめウォーキングコースをご紹介
します！
10月12日（祝日）にウォーキング大会を開催します。初めての方
も、仲間やご家族を誘ってお気軽にご参加ください。詳細は後日
お知らせします。

隔月連載

快適に歩くポイント！

呼吸は自然に足
の動きに合わせ
て「吸う吸う」「吐
く吐く」。

見えないヒモで
吊られているよ
う な 気 持 ち で。
お腹も引き上げ
られます。

膝 を 伸 ば し て、
かかとから着地。
かかとからつま
先へ重心移動。

ひじを曲げてコ
ン パクトに振り
ます。身 体 の 不
必要な揺れを防
ぎます。

樺か
の
ん音
さ
ん
（
ス
イ
ミ
ン
グ
ア
カ
デ
ミ
ー
む
つ
）を

紹
介
し
ま
す
。

　

樺
音
さ
ん
は
、
３
歳
の
頃
、
お
母
さ
ん
に
す

す
め
ら
れ
て
「
お
試
し
」で
プ
ー
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を
訪
れ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
水
泳
を
は
じ
め
ま
し
た
。


